
符 号

断 面

横 筋

壁交差部

縦 筋

巾止め筋

壁リスト S=1/40

D10@1000以内

2-D13@200

2-D13@200

W20

縦筋 4-D13

200

符 号

断 面

配力筋

縦 筋

横 筋

斜め筋

主 筋

開口部
補強

4-D13

4-D13

2-D13

D13@200（ダブル）

D13@200（ダブル）

S1

D13・D16@200（ダブル）

FS1

スラブリスト S=1/40

断面配筋図 S=1/40

コンクリート：Fc24-18-25 鉄筋：SD295A、SD345

A-89

訂 正 設計年月日 設 計 検 図

製 図 検 印

工事名称

図面名称

図面番号

縮 尺

受水槽基礎配筋図
1: 80 (A3)
1: 40 (A1)長野市稲葉2561番地 1級建築士事務所長野県知事登録（長野）Ｎ第43023号

1級建築士大臣登録 第256147号 中澤 日出
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3-D22（上下）

ST D13@200

3-D22（上下） 3-D22（上下）

ST D13@200 ST D13@200

D13@200 ダブル

D13@200 ダブル

D13@200 ダブル

2-D13 ダブル

ナナメ筋各1-D13ダブル

D13@200 ダブル
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スラブ及び壁断面配筋 S=1/40
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D10・D13@200 交互
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D13@200 ダブル
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巾止：D10@1,000 巾止：D10@1,000 巾止：D10@1,000

ST D13@200

ST D13@200

ST D13@200
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D13@200（ダブル）

D13・D16@200 ダブル D13@200 ダブル

FS2

D13・D16@200（ダブル）

D13@200（ダブル）

3
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D13@200 ダブル
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2
0
0 D10@200（タテ、ヨコ）
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2
0
0

2
0
0 D10@200（タテ、ヨコ）

機械基礎配筋図 S=1/40

国補 朝陽小学校屋内運動場改築外建築主体工事



A-90

訂 正

長野市稲葉2561番地 1級建築士事務所長野県知事登録（長野）Ｎ第43023号

設計年月日 設 計 検 図

製 図 検 印

工事名称

図面名称

図面番号

縮 尺

受水槽基礎・ポンプ室除却図
1:100,200 (A3)
1: 50,100 (A1)

国補 朝陽小学校屋内運動場改築外建築主体工事

1級建築士大臣登録 第256147号 中澤 日出

6,100

100 5,900 100

5
00

8
0
0

20
0

5
03
0
0

7
5
0

5
0

GL

100 400 2,250 400 2,250 400 100

5,
9
00

1
00

4
0
0

2
,
25
0

4
0
0

2,
2
50

40
0

1
0
0

3,200

100 3,000 100

S=1/50解体平面図
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S=1/50ポンプ室断面図 土間コンクリート及び布基礎は仮定断面（参考）とする

S=1/100南立面図

A

B

C

D

E

外 部 仕 上 表

外壁：コンクリートブロックt150

がりょう

屋根：コンクリートスラブt120

F

布基礎

受水槽基礎

BAC

D

F

S=1/100東立面図

S=1/100西立面図 S=1/100北立面図

E

鋼製親子開き戸：W1,100 H1,900 見込100

850

1
,
35
0

コンクリートスラブt120

木毛版t25

コンクリートブロックt150

採石

受水槽基礎

除却ネットフェンス：L=22.2m H=1.8m

鋼製親子開き戸：W1,100 H1,900 見込100（アングル戸）



2,09．68

特記仕様(構造関係)（１）

構造設計一級建築士　第5719号　額谷 浩史

構造担当者

一級建築士登録　　第224598号　

- (A1)
- (A3)

設計年月日 設　計 検　図

製　図 検　印

工事名称

図面名称

図面番号

縮　尺

訂　正

S-01

Ⅰ　建物構造概要等

1. 建物概要

主要用途

建物高さ

工事種別

増築計画

構造種別

架構形式

階　　数

2. 構造計算条件

耐震構造方式

耐震安全性の分類

a　耐震設計条件

b　耐風設計条件

c　耐積雪設計条件

　地震荷重

　計算ルート

　設計層間変形角

ｍｍ

・ 新築　　・ 増築　　・ 改築　　・ 移転

・ 有り　　・ 無し

地上　鉄骨造　　　地下　　　造

ラーメン構造

ラーメン構造

・ 耐震構造　　・ 免震構造　　・ 制振構造

・ Ⅰ類（Ｉ=1.50）　・ Ⅱ類（I=1.25）　・ Ⅲ類（Ｉ=1.00）

建物一次固有周期

地盤種別

地域係数

　　(　　　　　)秒

第　(　　　　　)　種地盤

X方向

Y方向

一次設計

二次設計

一次設計

二次設計

X方向

Y方向

※ 許容応力度計算　(ルート　　　　　　　　)

・ その他

・

※ 許容応力度計算　(ルート　　　　　　　　)

・ その他

・

・ 有り　　・ 無し

Ｘ方向

Ｙ方向

　基準風速　(V0)

　地表面粗度区分

　建設地の標高

　多雪区域の指定

　設計垂直積雪量

延べ面積

軒高

Z = 1.0

30 ｍ/秒

・ Ⅰ　　・ Ⅱ　　※ Ⅲ　　・ Ⅳ

２．特記仕様

　　　・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。○

　　　・ 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

（２）特記事項は、・ 印の付いたものを適用する。

○

（１）項目は、番号に　 印の付いたものを適用する。

　　　の特定調達品目を示す。なお、特定調達品目か否かの判断基準は監督職員との協議による。

（３）特記事項に記載の（     ）内表示番号は、標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（４）Ｇ 印は「国等による環境物品等の調達等の推進に関する法律」（以下「グリーン購入法」という。）□

Ⅱ　建築工事仕様(構造関係)

１．共通仕様

図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築工事標準

仕様書・同指針（建築工事編）(平成 28 年版)」（以下、「標仕」という）による。

(4.3.4)(4.3.5)(4.5.4)

・

地盤の確認

支持力又は支持 支持地盤の位置及び種類

・杭基礎（基礎ぐいの先端の位置含む）

　・構造図(　　　　　　)による　

・直接基礎(基礎底部の位置含む)

　・構造図(　　　　　　) による　

　　長期設計支持力度　

試験

4

地
業
工
事

適
用
範
囲

特記仕様(構造関係)の適用範囲は下記の工事種目とする。

※ 特記仕様書(1)　仕様書　Ⅰ工事概要 ２工事種目に掲げる下記の工事種目番号

　　(番号○～番号○までの工事種目)

　1

　　・(          )kN/㎡

　　・行う

(4.2.1)(4.2.3)(4.2.5)　杭の載荷試験

　　・行わない

　　・行う

　　　・構造図(　　　　　　)による 　・　

　　・報告書の記載事項（　　　　　　　　　　）

　　・行わない

　試験堀り（根切り底の状況の確認等） 　(3.2.1)

液状化対策 ・ 行う　(工法、施工範囲、仕様及び計測、試験等は構造図による。)

・ 行わない

　　　・構造図(　　　　　　)による 　

　　載荷荷重等仕様

　　・報告書の記載事項（　　　　　　　　　　）

　2

　地盤の載荷試験(平板載荷試験)

　　・行わない

　　　・構造図(　　　　　　)による 　

(4.2.4)(4.2.5)

種類等

　・遠心力高強度プレストレストコンクリート杭(PHC杭)

(4.3.2)既製コンクリート杭

地業

　3

　　SC杭の鋼管材料

　・外殻鋼管付きコンクリート杭(SC杭)

　・プレストレスト鉄筋コンクリート杭(PRC杭)

　　・SKK400  ・SKK490  ・　

　 　材料

　寸法、継手、性能等　

試験杭

本杭

杭径

(mm)

上杭

中杭

下杭

上杭

中杭

下杭

杭長(m)及び種類等

板厚(㎜) 杭長(m)

セット

数

コンクリート 長期設計支

持力(kN/本)
備 考

種類の記号 強度(N/m㎡)

(4.2.2)(4.3.2)(4.3.3)

鋼杭地業　4

特記仕様(構造関係)

杭径
(mm)

寸法、継手、性能等　

試験杭

上杭

中杭

下杭

上杭

中杭

下杭

本杭

板厚(㎜) 杭長(m)

杭長(m)及び種類等
セット数

長期設計支持力

　(kN/本)
備 考

(4.4.2)(表4.4.1)

種類の記号

試験杭

　試験杭の位置、本数及び寸法　　

杭先端部形状　　

施工方法

　　アースオーガーの支持地盤への掘削深さ

　　杭の支持地盤への根入れ深さ

　　杭の精度

　　・水平方向の位置ずれ　　

　　・杭の傾斜　　

(4.2.2)(4.3.4)

(4.3.2)

(4.3.3～4.3.5)

(4.3.4)

　・特定埋込杭工法

　　・H13国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容支持力式でα=250を採用できる工法

　　工法

　　　・中堀り拡大根固め工法

　　　・1.5ｍ程度　　・　

　・構造図(　　　　　　)による 　・　

　・開放形　・半開放形　・閉そく形　・　　

　・セメントミルク工法

　　　・杭径の1/4かつ100㎜以下　・　　

　　　・1/100以内　　・　　

　　　・プレボーリング拡大根固め工法

　　　下記の値を採用できる工法

　　・H13国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容支持力式の内、α、β、γが

・使用しない

　　杭周固定液　　

　　　・水平方向の位置ずれ　　

　　　・杭の傾斜　　

(4.3.5)

　　　・使用する　

　　杭の精度

　　　　・杭径の1/4かつ100㎜以下　・　　

　　　　・1/100以内　　・評定条件又は認定条件による　・　　

　　　・1.0ｍ以上　　・　

(4.3.5)

(4.3.6)杭継手工法　　

　　工法

　　検査

　　施工

　・アーク溶接継手

　・無溶接継手(継手部に接続金具を用いた方式のもの)

　　　※審査(評定又は大臣認定)を受けた工法　　・　

　　　※審査(評定又は大臣認定)により定められた項目　　　・　

　　　※審査(評定又は大臣認定)された施工管理基準による　　　・　

杭頭の処理(切断方法)　　

　・処理しない

　・処理する　

(4.3.7)

　　　切断方法

　　　　・構造図(　　　　　　)による 　・　

　　　杭頭の中詰め材料　　

　　　　・基礎のコンクリートと同調合のもの　　・　　

材料(種類の記号) (4.4.2)

　・ＳＫＫ400　　・ＳＫＫ490　　・ＳＨＫ400　　・ＳＨＫ490Ｍ

(4.4.4)

施工方法　　

　・特定埋込杭工法

　　・H13国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容支持力式でα=250を採用できる工法

　　・H13国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容支持力式の内、α、β、γが

　　　下記の値を採用できる工法

　　　　・中堀り拡大根固め工法

　　　工法

試験杭

　試験杭の位置、本数及び寸法　　

杭先端部形状

(4.2.2)(4.4.3)

(4.4.2)

　・構造図(　　　　　　)による 　・　　

　・開放形　・半開放形　・閉そく形　・　　　

杭先端部の補強

　・標仕図4.4.4,表4.4.2による　・　　　　

杭先端部の補強（補強バンド等）及びその他付属品の材質

　・ＳＳ400と同等又はそれ以上　・　　　　

(4.3.5)　　　杭の精度

　　　　・水平方向の位置ずれ　　

　　　　　・杭径の1/4かつ100㎜以下　・　　

　　　　・杭の傾斜　　

　　　　　・1/100以内　　・評定条件又は認定条件による　・　　

杭の現場継手

　・アーク溶接継手　

　・無溶接継手(継手部に接続金具を用いた方式のもの)　

　　　工法

　　　検査

　　　施工

(4.4.5)

　　　　※審査(評定又は大臣認定)により定められた項目　　　・　

　　　　※審査(評定又は大臣認定)を受けた工法　　・　

　　　　※審査(評定又は大臣認定)された施工管理基準による　　　・　　

杭頭の処理(切断方法)　　

　・切断しない

　・切断する　

(4.4.6)

　　　切断方法

　　　杭頭の中詰め材料　　

　　　　・構造図(　　　　　　)による　・　　

　　　　・基礎のコンクリートと同調合のもの　　・　　

(4.5.3)場所打ちコンクリ

ート杭地業

セメントの種類　　

コンクリートの種別　　 (4.5.3)(表4.5.1)

(4.5.3)

　5

　・高炉セメントB種　Ｇ　　　・　　

　・A種　・B種

杭断面・長期許容支持力等

軸径

(mm) (mm)

拡底径 杭長

(m)

セット数 長期設計支持力

(kN/本)
備考

試験杭

本杭

□

コンクリートの設計基準強度　　  (　　　　)N/m㎡ (4.5.3)

構造体強度補正値(Ｓ)

　※ 3N/m㎡　・　　N/m㎡

試験杭

　試験杭の位置、本数及び寸法　　

　掘削工法

併用する工法

(4.5.3)

(4.5.1)(4.5.4)(4.5.5)

(4.5.1)(4.5.5)

帯筋　　

鉄筋かごの補強　　

(4.5.3)

(4.5.3)

(4.5.3)鉄筋の最小かぶり厚さ

鉄筋の重ね継手長さ、主筋の基礎底盤への定着長さ　　 (4.5.3)

孔壁測定

　　測定方法　

(4.5.4)(4.5.5)杭の精度

　水平方向の位置ずれ　　

　杭の傾斜　　

　　・構造図(　　　　　　)による 　・　　

　　・アースドリル工法　(安定液　・使用する　・使用しない)

　　・リバース工法

　　・オールケーシング工法　(孔内の水張り　・行う　・行わない)

　・場所打ち鋼管コンクリート杭工法

　　　鋼管巻き材料

　　　　・SKK400　・SKK490　・STK400　・STK490

　　　鋼管径、板厚、長さ等

　　　　・構造図(　　　　　)による　　・　　

　・拡底杭工法 (安定液　・使用する　・使用しない)

　・構造関係共通図(配筋標準図)5.2帯筋(b)(3)⑥丸形(ロ)による

　・構造図(　　　　     ) による

　・杭径1.5m以下の場合は鋼板6×50(mm)、1.5mを超える場合は鋼板9×50～75(mm)の補強

　　リングを3m以下の間隔で、かつ、1節につき3箇所以上入れ、リングと組立用の鉄筋との

　　接触部を溶接する。

　・行わない

　・100㎜　・　　

　・構造図(　　　　　)による

　・行う

　　　・超音波測定器　・　

　　測定箇所数及び測定位置

　　　・試験杭(　　)箇所及び本杭(　　)箇所とし、位置は構造図(　　　　　　)による

　　・100㎜以下　・　

　　・1/100以内　　・評定条件又は認定条件による　・　

(4.5.4)

(4.6.3)材料砂利地業

厚さ及び適用範囲

厚さ 適用箇所

　6

　※ 再生クラッシャラン Ｇ　　・ 切込み砂利及び切込み砕石□

・ 60

帯筋 組立の形の種別　　

　・構造図(　　　　　　)による 　

　8

　・配筋標準図 6.2(　　　　　形　)による

壁開口部の補強 一般壁　　

耐震壁　　

　・構造図(　　　　　　)による 　

　・配筋標準図 11.2(　　　　　形　)による

　9

鉄筋の種類　1 (5.2.1)(表5.2.1)

規格の名称 種類の記号 呼び径(mm) 適用箇所 備考

形状等 (5.2.2)

種類 種類の記号 適用箇所

溶接金網

　3

　2

5

鉄
筋
工
事

・ SD295A

・ SD345

※ D16以下

※ D19以上

床・壁・梁

柱・梁等
用棒鋼（異形鉄筋）

鉄筋コンクリート

・ 溶接金網

・ 鉄筋格子

網目の形状、寸法、鉄線の径 (㎜)

鉄筋の継手 継手方法

適用箇所 継手方法と適用径の範囲

・ 柱主筋

・ 梁主筋

・ 耐力壁

・ 杭主筋

・ 基礎スラブ、耐圧スラブ、

　 土圧壁など

・ ガス圧接(　　　　　　)

・ 重ね継手(　　　　　　)

・ 重ね継手 　・　　

・ 重ね継手 　・　　

　4 主筋の継手位置等 カットオフ鉄筋の長さ (5.3.4)

基礎梁主筋の継手

　・上記以外の位置

　　・構造図(　　　　　　) による  

　・関東地方整備局営繕部版 構造関係共通図(配筋標準図)（以下「配筋標準図」という）

　　5.1、6.1、7.1、7.3による( ・全て　・下記以外全て )

　・ 各部配筋参考図 1.3による

　・ 構造図(　　　　　)による

　5 定着長さ (5.3.4)(表5.3.4)柱に取り付ける梁の引張り鉄筋の定着長さ

　※ 直線定着　　　・ フックあり定着

上記以外の鉄筋の定着長さ

　※ 直線定着　　　・ フックあり定着

鉄筋のかぶり厚さ 最小かぶり厚さ(目地底から算出を行う)

(溶接金網含む)

及び間隔

　6

　・ 配筋標準図 図5.2による( ・ 全て ・ 構造図による ・　  　   )

　・ 配筋標準図 図5.3による( ・ 全て ・ 構造図による ・　       )

　・ 配筋標準図 図5.4による( ・ 全て ・ 構造図による ・ 　      )

(5.3.5)(表5.3.6)

柱及び梁の主筋にD29以上の使用の有無

　・無し

　※ 表5.3.6 による

　・ 構造図(　　　　　　) による

　・有り　適用箇所(　　　　　　　　　)

　　　主筋のかぶり厚さ　

　　　　・最小かぶり厚さ(　　　　　)㎜　

特殊な要求性能におけるコンクリートの部分(耐久性上不利な部分)

　・無し

　・有り　適用箇所(　　　　　　　　　)

　　・配筋標準図 表4.1に加える厚さ　　(　　)㎜

各部配筋 (5.3.7)　7 ・配筋標準図による。

・構造図(　　　　　)による。

・各部配筋参考図による。

・各部配筋参考図 2.2による

・配筋標準図 8.4(　　　　　形　)による

・構造図(　　　　　　)による 　

・構造図(　　　　　　)による 　

梁貫通孔の補強 補強形式 10

　・各部配筋参考図 7.1による

(5.3.4)(5.5.2)(5.5.3)

・ ガス圧接(D19以上)　　・機械式継手　・溶接継手　　

・ ガス圧接(D19以上)　　・機械式継手　・溶接継手　　　

カプラー等の接合部分の相互のあき、最小かぶり厚さ　 (5.3.5)

品質の確認方法、不良となった継手の修正方法等　

　・構造図(　　　　　　　) による　・　　

　・構造図(　　　　　　)による 　・　　

特殊な鉄筋継手 適用箇所

性能(H12建告第1463号に適合するもの)　

機械式継手の種類(　　　　　　　　　　　　　　　　) (5.5.2)

　・Ａ級　・　　

圧接完了後の試験 (5.4.9)外観試験 　※行う(全数)

(5.4.9)抜取試験（第三者試験機関による）

　※超音波探傷試験　

　・引張試験

　　　試験の箇所数等

　　　・標仕 5.4.9、5.4.10による　　・　

　　　試験片の採取数は、１ロットに対して(※３本・５本)とする

　　　試験ロット：１組の作業班が１日に行った圧接箇所とする。なお、200箇所を超えるとき

　　　試験片を採取した箇所の処置：標仕5.4.9による

　　　　　　　　　は200箇所ごととする

 11

　・構造図(　　　　　　)による 　・　

鉄筋相互のあき

　・機械式継手　・溶接継手　・構造図(　　　　　　)による 　・　

(5.5.2)(5.5.3)

(5.5.2)(5.5.3)

(5.3.5)

(5.5.2)(5.5.3)

S-03,S-04

S-03,S-04

 12

(　　　　　　)　cm８０

（認定品を使用する場合は当該製品規定に準拠する）

梁貫通孔径(部材記号含む)及び配筋種別リスト

　・構造図(　　　　　　)による　

2

3

3

・150 ・キュービクル,バルクタンク基礎下

・基礎スラブ下　・基礎梁下　・土間コンクリート下　・土に接するスラブ下

・土間コンクリート下・120

　・深層混合処理工法

厚さ及び適用範囲

厚さ 適用箇所

　7

・基礎スラブ下　・ 基礎梁下　・土に接するスラブ下

捨コンクリート地業

 ・

 ※ 50

(4.6.4)(6.14.1)

　※ 設計基準強度18N/mm2　・　

　※ スランプ15cm又は18cm　・　

形状等

支持地盤の長期設計支持力

支持地盤

型枠使用の有無

　10 置換コンクリート地業

(ラップルコンクリート

地業)

　・構造図(               )による 　・　　

　・ 構造図(　　　　　)による　・　　

　・ 無し　　　・　有り

　(　　　　　　　　) kN/㎡

（型枠の使用箇所等は構造図Ｓ－○○による）

地盤改良 工法

（セメント系固化材

　を用いた工法によ

　る改良）

　9

　　改良範囲、仕様(計測、試験等含む。)は構造図(　　　　　)による。

床下防湿層 施工範囲

防湿工法　

防湿層の位置　

(4.6.5)

(4.6.5)

　8

　・建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下(ピット下を除く) ・　

　・ポリエチレンフィルム厚さ0.15㎜以上　　・　　

　・図面(　　　　     ) による

(4.6.2)

・ピット部分

　・スラリー系機械攪拌式ブロック状地盤改良方法

意匠　矩計図

　　改良範囲、仕様(計測、試験等含む。)は構造図(　　　　　　　　　)による。

小学校（屋内運動場等）

地上　2階　　　地下　　階　　　塔屋　　階

設計GL+12.200

　　・行う

設計GL+8.900

㎡

0.316

長野市街地（犀川北部標高339ｍ）

6φ-@150 多目的ホール2F（デッキ床）

構造図（S-11）による

構造図（S-11）による

S-11

S-11

S-03、S-04

重要度係数＝1.25

S-24

S-24

1/408

1/100

1/100

1/355

長野市稲葉2561番地　1級建築士事務所長野県知事登録（長野）Ｎ第43023号
1級建築士大臣登録　第256147号　　中澤　日出

336 4.4、又は5×Ns+20 0.7　　　es＝1.2　　　　　α=(　　　)、β=(　　　　　　　　　　)、γ=(　　　)

　　　　　α=(　　　)、β=(　　　)、γ=(　　　)

国補　朝陽小学校屋内運動場改築外建築主体工事



小梁・ブレース

大梁、柱、ベースプレート

　・標仕 6.8.3(i)(2)(ⅰ)から(ⅳ)及び標仕 表6.8.1による

※ 構造体コンクリートで、10m3 未満かつ構造上重要でない部分については、

　・補強プレート法

構造設計一級建築士　第5719号　額谷 浩史

構造担当者

一級建築士登録　　第224598号　

- (A1)
- (A3)

設計年月日 設　計 検　図

製　図 検　印

工事名称

図面名称

図面番号

縮　尺

訂　正

S-02

コンクリートの

使用骨材による

種類及び強度

※ 普通コンクリート　16

コ
ン
ク
リー

ト
工
事

(6.2.1、6.2.4)

スランプ (cm)設計基準強度 Fc (N/m㎡ ) 適用箇所

・ 21

・ 18

・ 24 基礎、基礎梁

土間スラブ

柱、梁、スラブ、壁

※ 15

・ 18

※ 18

・ 15

15 又は 18

セメントの種類

類別

適用箇所セメントの種類

 下記以外全て

　2

　3

・1FLより下部(立ち上がり部含む)

・

　※ 普通ポルトランドセメント又は

　・ 高炉セメントＢ種 Ｇ

　・ フライアッシュセメントＢ種 Ｇ

　 　混合セメントのＡ種

□

コンクリートの類別 (6.2.1)(表6.2.1)

(6.3.1)(表6.3.1)

　※ Ⅰ類（JIS A 5308への適合を認証されたコンクリート）

　・ Ⅱ類（JIS A 5308に適合したコンクリート）

骨材の種類 使用骨材のアルカリシリカ反応による区分　4

　適合するものとする。ただし、無筋コンクリートに用いる場合を除く。

　普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R 5210に示された規定の他、次の規定の全てに

水和熱 352J/g以下

402J/g以下

     7日

    28日

　・ Ａ

　※ Ｂ（コンクリート中のアルカリ総量 Rt=3.0kg/m3 以下）

(6.3.1)

□
　・ エコセメント Ｇ□

打継ぎ目地の寸法、

位置及び形状

目地寸法

間隔

　・意匠図による　・　

位置

　・意匠図による 　・　

※ひび割れ誘発目地、打継目地の深さ寸法は、躯体外側の打ち増し厚さ部で処理する

　6 (6.6.3)(6.8.2)(9.7.3)

(6.8.2)

(6.8.2)

　・標仕 9.7.3による　　・　

混和材料

　　　　　化学混和剤の塩化物イオン量による区分はⅠ種とする。)

　　　　　高炉スラグ微粉末又はJIS A 6202に適合する膨張材)

　5 ・混和剤（JIS A 6204に適合するＡＥ剤、ＡＥ減水剤又は高性能ＡＥ減水剤とし、

・混和材（JIS A 6201に適合するフライアッシュのⅠ種又はⅡ種、JIS A 6206に適合する

(6.3.1)

　・ 適用する

　・ 適用しない

普通エコセメントを使用するコンクリートに再生骨材Ｈを使用する (6.3.1)

　・３時間耐火

　・２時間耐火

　・１時間耐火

材料及び工法は、建築基準法に基づき指定又は認定を受けたものとする。

　　－

　・　

　・ 高耐熱ロックウール

　・　

　・ 繊維混入けい酸カルシウム板

・ ﾗｽ張りﾓﾙﾀﾙ塗り

・ 耐火材巻付け

・ 耐火板張り

適用箇所(部位・部分)

　・ 30分耐火

性 能

性能

適用箇所(部位・部分)

　・　

　・ 湿式ロックウール

　・ 半乾式吹付けロックウール

　・ 乾式吹付けロックウール

材料・工法種 別

・ 耐火材吹付け

(7.9.2～7)種別等耐火被覆

　※構造図(　　　　　　)による 　・　

適用箇所

　・　

　・補強トラス法

補強方法梁貫通孔の補強

(7.12.4)

処理方法（　　　　　　　　）、すべり耐力の確認方法（　　　　　　　　）

　・特別な処理（　　　　　　　　　）

　・ブラスト処理

高力ボルト接合部摩擦面の処理

　Ｃ種(HDZ35)

　Ｂ種(HDZ45)

　Ａ種(HDZ55)

・　　　　　　

※構造図による

適用箇所材 料

　最小板厚1.6㎜ 以上、3.2㎜ 未満の形綱、鋼板

　普通ボルト・ナット類、アンカーボルト類

　最小板厚 3.2㎜ 以上、6.0㎜ 未満の形綱、鋼板

　最小板厚 6.0㎜ 以上の形綱、鋼板

亜鉛めっきの種別

(7.12.3)(表14.2.2)種別等溶融亜鉛めっき

そ
の
他

　　　あらかじめ検討の範囲及び対応方法　　※ 構造図による。

　・ はり貫通孔の大きさと位置の変更を見込んだ検討

　　　あらかじめ検討の範囲及び対応方法　　※ 構造図による。

　・ くいの長さの変更を見込んだ検討

　　　あらかじめ検討の範囲及び対応方法　　※ 構造図による。

　・ くいの芯ずれを考慮した検討

　本検討は、計画通知の変更を要しない範囲及び対応方法を定めるものであり、

　品質管理上の施工誤差を許容するものではない。

　1

あらかじめの検討を行っている部分

施工の関係上やむを得ず発生する可能性の高い変更事項への対応方法について、

（あらかじめ検討）

軽微な変更の対応

　・　

錆止め塗装 塗料の種別

鉄鋼面 (7.8.3)(18.3.2)

・

亜鉛めっき面

鋼製スリーブの内側(鉄骨に溶接されたもの)

　・　

　・　

　・ 屋外　(標仕7.8.2の範囲以外)　・　

　・ 屋内　(標仕7.8.2の範囲以外)　・　

適用箇所

適用箇所

適用箇所

・ 標仕　表18.3.1　Ａ種

・ 標仕　表18.3.1　Ｂ種

・

・ 標仕　表18.3.2　Ａ種

・

・ 標仕　表18.3.1　Ｂ種

・

種　別

種　別

種　別

　・　

　・屋外､屋内　・　

鉄骨の製作工場 製作工場の加工能力 (7.1.3)　17

鉄
骨
工
事 　・監督職員の承諾する製作工場

　・建築基準法第77条の56に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認可を受けた㈱日本

　　鉄骨評価センター及び㈱全国鉄骨評価機構(旧(社)全国鐵構工業協会)の「鉄骨製作工場の

　　性能評価基準」に定める「(　　)グレード」として国土交通大臣から認定を受けた工場又

　　は同等以上の能力のある工場

マスコンクリート (6.13.1、6.13.2)

適用箇所スランプ混和材セメント種別

　・　・中庸熱ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ

　・高炉ｾﾒﾝﾄB種

　・　

　※15cm

無筋コンクリート コンクリートの種類

適用箇所セメントの種類スランプ

(cm)

設計基準強度

　※15

　・　

　　※18

　　・　

捨コンクリート

・高炉セメントB種

・フライアッシュセメントB種

　又は混合セメントのA種　又は18

　※普通コンクリート　・　

※ 普通ポルトランドセメント

Fc (N/m㎡)

(6.14.1)

・ 行わない

(2)単位水量の上限値は、標準仕様書6.2.4(1)による。

(3)単位水量の管理目標値は次の通りとして、施工する。

　　ある場合はそのまま施工する。

　3)設計値±20kg/m3 を超える場合は、生コンを打込まずに持ち帰らせ、水量変動の原因を調査

　　するとともに生コン製造者に改善を指示しなければならない。その後の全運搬車の測定を

　リート温度等)と写真により提出する。

(5)単位水量の測定方法は、高周波誘電加熱乾燥法(電子レンジ法)、エアメータ法又は静電容量

(4)単位水量管理についての記録を書面(計画調合書、製造管理記録、打込み時の外気温、コンク

実施要領　　

・ 行う

(1)単位水量の測定は、150m3 に1回以上及び荷下し時に品質の異常が認められた時に実施する。

　1)測定した単位水量が、計画調合書の設計値(以下､「設計値」という。)±15kg/m3 の範囲に

　2)測定した単位水量が、設計値±15を超え±20kg/m3 の範囲にある場合は、水量変動の原因を

　　調査するとともに生コン製造者に改善を指示し、その運搬車の生コンは打設する。その後、

　　設計値±15kg/m3 以内で安定するまで、運搬車の３台毎に１回、単位水量の測定を行う。

　　まで、運搬車の３台毎に１回、単位水量の測定を行う。

　4)上記の不合格生コンを確実に持ち帰ったことを確認する。

　測定法による。

　　行い、設計値±20kg/m3 以内であることを確認する。更に、設計値±15kg以内で安定する

コンクリートの

単位水量測定

軽量コンクリート

・ 1種

・ 2種

種類
直接接する部分

常時土又は水に

　・

（t/ｍ3）

所要気乾単位容積質量
適用箇所

(6.10.1、表6.10.1)

・ 1.8

・ 1.4

・ 

寒中コンクリート

の適用期間

※ 打込み日を含む旬の日平均気温が 4℃以下の期間

（前年の気象庁データ、現場での実測データにより判断する）

(6.11.1)

暑中コンクリート

の適用期間

(6.12.1)日平均気温の平年値が25℃を超える期間

構造体強度補正値（S）

(6.12.2)　※ 6Ｎ/mm2　　・ 3Ｎ/mm2

流動化コンクリート 適用箇所

　※図示による（　　　　　）　・　

(6.15.1)

　7 湿潤養生 期間 (6.7.2)

　※標仕 6.7.2による　　・　

　・普通エコセメントを使用した場合　（ ※ 7日以上　・　　　）　

コンクリートの

仕上り

合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ

適用箇所種別

・ Ａ種

・ Ｂ種

・ Ｃ種

(6.2.5)(6.6.6)(6.9.3)(表6.2.4)

打増し厚さ 打増し厚さ

　・打放し仕上げの打増し厚さ(外部に面する部分に限る)

　・打放し仕上げの打増し厚さ(内部に面する部分に限る)

　・外装タイル後張り面の打増し処理

　・床型枠用鋼製デッキプレートの梁側面部の打増し処理

　　プレートが支持される梁の側面について下記の打増しを行なう

打増し範囲

　　・20㎜　 ・ 

　　・10㎜　 ・20㎜　 ・ 

　　・20㎜　 ・　

　　・10㎜　・20㎜

(6.8.2)

　・　

せき板の材料型枠

　・床型枠用鋼製デッキプレート

　　　使用箇所等　※構造図による　・　　

　・　　

(6.8.3)

　・合板（※12mm　・　）

　8

　9

　10

(7.2.4)アンカーボルト 材質

　・ 構造用

アンカーボルト及びナットのねじの種類の規格、ねじの等級の規格及び仕上げ

　・ 構造用

　　※ JSS Ⅱ 13-2004 「(社)日本鋼構造協会規格／建築構造用転造

　　※ 普通ボルトによる

保持及び埋込み工法

　・ 構造用

　　※ 構造図による  ・　

　・ 建方用

(7.10.3)(表7.10.1)

　　・ 標仕 表7.10.1　( ・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種 )による　・　　

　　　 ねじアンカーボルト・ナット・座金のセット」

　　・ SS400 ・  

　10

(7.2.2)

(7.12.4)

セットの種類

摩擦面の処理

溶融亜鉛めっき高力

ボルト

　・りん酸塩処理

    　すべり耐力等の確認方法

　・１種（F8T相当）　・　

　※ブラスト処理（表面粗度50μmRz以上）

　9

　　　　・構造図による　 ・　

(7.1.3) (7.1.4)(7.6.2)(7.12.2)施工管理技術者　2 ※ 適用する

・ 適用しない

高力ボルト 区分

高力ボルトの径

すべり係数試験

(7.2.2)(7.3.2)

(7.4.2)

　※ 構造図による　 ・　

　※ 行わない　・ 行う

　・トルシア形高力ボルト　２種(S10T)

　・JIS形高力ボルト　２種(F10T)

    　試験方法等（　　　　　　　　　　　　）

鋼材 鋼材の材質

規格等

※ JIS規格による

※ JIS規格による

※ JIS規格による

※ JIS規格による

※ JIS規格による

適用箇所種類の記号

・ＳＳ400

・ＳＮ400Ｂ　・ＳＮ490Ｂ

・ＳＮ400Ｃ　・ＳＮ490Ｃ

・ＢＣＲ295　・ＳＴＫＲ400

・ＳＳＣ400

　6

　7

(7.2.2)(7.3.2)縁端距離、ボルト

間隔、ゲージ等

高力ボルト、普通ボルト及びアンカーボルトの縁端距離、ボルト間隔、

ボルト径、ゲージ等

　※構造関係共通図(鉄骨標準図) 1 縁端距離及びボルト間隔による　・　

　8

（7.2.1)(表7.2.1)

(7.10.2)建方精度 ※ (社)日本建築学会「JASS 6 鉄骨工事」付則6［鉄骨精度検査基準］

　　付表５［工事現場］による。

（7.3.3)　4 鉄骨の仮組 ※ 行わない

・ 行う

　仮組を行う範囲（　　　　　　　　　　　　）

　確認方法、確認項目（　　　　　　　　　　）

　5

（7.3.3)製作精度 ※ (社)日本建築学会「JASS 6 鉄骨工事」 付則6［鉄骨精度検査基準］による。　　3

断熱材の兼用

　・行わない　　・行う

最小存置期間 (6.8.5)(表6.8.2～3)

　※標仕 6.8.5(b)及び標仕 表6.8.2～3による

コンクリート強度

及び試験方法 (6.9.1)

※ 標仕6.5.5、6.9.2、6.9.3、6.9.4、6.9.5による。 (6.5.5)(6.9.2～5)

　・普通エコセメントを使用した場合

　　　※普通ポルトランドセメントと同様の日数

　　　・5日（平均気温20℃以上）

　　　・8日（平均気温20℃未満10℃以上）

 11

　省略することができる。

ＭＣＲ工法用シート

　・用いる

　　打増し厚さ　（ ・20mm　・　　）

　　打増し範囲　（ ・図示　　・　　）

　・用いない

スリーブの材種

　・　　

(6.8.3) (表6.8.1)

 20

 21

 22

 23

 12

 13

 14

 15

 16

 17

 18

特記仕様(構造関係)（２）

捨てコンクリート

柱

母屋・胴縁

モルタルの種別柱底均しモルタル

　・無収縮モルタル　　・　

無収縮モルタルの材料及び調合

工法の種別

　材料、調合等

　　・標仕 7.2.9による   　　

　品質及び試験方法

　　・標仕 表7.2.6による   　　

　・標仕 表7.10.2

　　・Ａ種［モルタル厚さ50］　・Ｂ種［モルタル厚さ30］

(7.2.9)

(7.10.3)

 11

ターンバックル 種類

　建築用ターンバックル胴

　建築用ターンバックルボルト

　ねじの呼び

　　・構造図(　　　　　　)による 　・　

(7.2.6)

(7.2.6)

デッキプレート (7.2.7)材質、形状及び寸法

　ートとの合成スラブ構法

・デッキプレート単独の構法

・デッキプレートとコンクリ

・床型枠用

備考材質、形状、寸法適用箇所工法の種別

　・構造図(　　　　　)による　・　

耐火認定

鉄骨部材への溶接方法 (7.7.8)

スタッドボルト

径(呼び名) 適用箇所長さ(呼び長さ)　mm

16φ

19φ

22φ

入熱､パス間温度の

溶接条件

鋼材と溶接材料の組合せと溶接条件　　

　・構造図(　　　　　　)による　

　・構造関係共通図(鉄骨標準図)(5(7)鋼材と溶接材料の組合わせと溶接条件)による

　・　

適用箇所　　

　・構造図(　　　　　　)による 　

　・柱、梁、ブレースのフランジ端部の完全溶け込み溶接部　

　・80　　・100　　・120

　・80　　・100　　・130　　・150

　・80　　・100　　・130　　・150

(7.2.5)

　　・構造図(　　　　　　)による 　・　

レール及び付属品 形状及び寸法等

　・図示による(　　　　　)　　・　

(7.2.8)

 12

 13

 14

 15

 16

　　※割枠式　　・　　

　　※羽子板ボルト　　・　

　・有り

　・無し

 17 溶接作業者

　　技量付加試験

技量付加試験

　・行う( 要領 ※図示　　・　　)　　※行わない　

(7.6.3)

(7.6.7)溶接接合 スカラップの形状　　

　・改良型　・　

　　適用箇所

溶接部の試験 完全溶込み溶接部の超音波探傷試験　　

突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査

　独立行政法人建築研究所監修

　「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」による。

　　　・全て　・構造図(　　　　　)による

　　　・ 抜き取り検査①

　　　※ 抜き取り検査②

(7.6.11)

　・ 行わない

　※ 行う

　　 ※ 第三者検査機関

　　 ※ 自社 100％

　　　　・工場溶接の場合　

　　　　　AOQL(%)　　※ 4.0　　・ 2.5

　　　　・工事現場溶接の場合　

　　　　　※ 全数　　・ AOQL（ ・4.0%　・ 2.5% ）

節

・第６水準

・全て　　

検査水準

・

・

・

・

・

・

 18

 19

　・行わない

Ｍ

　・ 建方用

　　・ ABR400 ・ABR490　・ SS400　

　・ 建方用

エンドタブの切除

　・行う（鋼製タブを使用する事）

※ 7月26日から8月18日（気象庁 長野地区 旬別平均気温及び7月8月平均値より）

　監督職員の承諾を受けてフレッシュコンクリートの試験、コンクリートの強度試験を

　・意匠図による　(A-19　矩計図　参照）

多目的ホール2F

1階躯体、腰壁

・　既製柱脚固定金物に関しては柱脚工法設計施工標準図による

t=1.2、メッキZ12、エンクロ有り

長野市稲葉2561番地　1級建築士事務所長野県知事登録（長野）Ｎ第43023号
1級建築士大臣登録　第256147号　　中澤　日出

Ｓ－24

Ｓ－08

ダイヤフラム

国補　朝陽小学校屋内運動場改築外建築主体工事



構造設計一級建築士　第5719号　額谷 浩史

構造担当者

一級建築士登録　　第224598号　

設計年月日 設　計 検　図

製　図 検　印

工事名称

図面名称

図面番号

縮　尺

訂　正

　－  (A1)
　－  (A3)

バーサポートも可

50d以上 50d以上

梁 柱

柱径が異なる場合

図b 90ﾟフック図a 135ﾟフック

スパイラル筋末端部（定着部）

溶接の場合

スパイラル筋中間部（重ね継手）

一　般　階

最　上　階

梁成が異なる場合

1.

2.

3.

4.

使用材料、工法等は構造特記仕様書による。

また本標準図に明記なき場合は構造特記仕様書１－２－４に指定した

設計図書に記載なき場合は本標準図に従うものとする。

コンクリート造配筋指針・同解説」による。

鉄筋の表示記号及び最外径は下表による。

・

・

フックのある場合

本数に差がある場合

・フックのない場合

・

・機械式継手表示

溶接継手表示（ガス圧接，突き合せ溶接）

柱・梁・基礎の主筋、及び、その他の鉄筋の折曲げ形状・寸法

余長

4d以上

余長

6d以上

余長

8d以上

本標準図に示す単位は特記なき限りすべて mm とする。

溶接継手1. 2. 機械式継手

ガス圧接a≧400間隔： 間隔： a≧400

かつb+403.

4.

・

1.

3. 柱及び梁（基礎梁を除く）の出隅部分の鉄筋（下図参照）

2. 煙突の鉄筋

下記の１．～７．に示す鉄筋の末端部にはフックをつける。

あばら筋及び帯筋

上図の　印の鉄筋の末端にはフックが必要。

5.

6.

7.

4.

最上階及びこれに準ずる箇所の柱頭の四隅の鉄筋

杭基礎の基礎筋（偏心基礎及び杭２本打以上の場合）

鉄骨柱の脚部の基礎柱、又は根巻コンクリートの四隅の鉄筋

片持ちスラブの上端筋の先端

6. 突合せ溶接継手及び機械式継手の場合はメーカー仕様による。

場合は２サイズ、突き合せ溶接の場合は１サイズまでとする。

5. 溶接継手を行う場合は原則として同一鋼種とし、鉄筋径の差はガス圧接の

（溶接、機械式継手等による）

D35以上の鉄筋は原則として重ね継手は用いない。

・

・

粗骨材の最大寸法の 1.25倍以上

呼び名の数値ｄの　 1.5 倍以上

鉄筋径が異なる場合は大きい方による。

鉄筋に対するコンクリートの設計かぶり厚さと最小かぶり厚さ

・鉄筋のあきａは原則として下記による。

1.

2.

3.

4.

5.

仕上げあり　とは、鉄筋の耐久性上有効な仕上げのある場合とする。

（　　）内の数値は最小かぶり厚さを示す。

柱・梁の主筋のかぶり厚さは主筋径の1.5倍以上とする。

※1 品質・施工法に応じ、工事監理者の承認で10減の値とすることが

できる。

※2 軽量コンクリートの場合は、これに10加算する。

かつ25以上

※Dは最外径を示す

溶接継手（機械式継手） 重ね継手

印内に継手中心部を設けることを原則とする。・

e/D≦1/6e/D＞1/6

帯筋の加工は下図による。・

パネルゾーン部分は135ﾟフック

割りフープでも可

副帯筋（180°フックも可）

※1.

・

形＠100以下とする。

帯筋量（pw）は0.2％以上とする。

パネルゾーンの帯筋は設計図によるが、明記なき場合は下記による。ただし、

設計ピッチの1.5倍以下とする。　形以上の場合は同径同材質で

両面溶接の場合

5d以上

ただしD16以下

：片面溶接の場合

10d以上

図a 図a

図a

図b
図a

図b

図b 図b

・補強筋はD10をピッチ

600以内に割り付ける。

・

1.

2. 重ね継手は重ね長さ50d以上とし、図a又は図bのフックをつける。

末端は1.5巻以上の添巻きをし、図aのフックをつける。

スパイラル筋の末端処理及び継手は下記のとおりとする。

巾止筋 二段配筋の場合

1. 重ね継手の長さは鉄筋の折曲げ起点間の距離、又、フック付きの　　は2L h

仕口面からの鉄筋の折曲げ起点までとし、末端のフックは定着長さに含

まない。

2.

補強する柱は設計図による。（柱頭、柱脚柱成の範囲を補強する。）

b 溶接閉鎖型帯筋＠60～75（有効間隔50程度）

a スパイラル帯筋＠60～75（有効間隔50程度）

LC

・

・定着形状を下記以外とする場合は設計図書による。

≦

＞

LC

1/6

1/6

a

a

a

a

1

1

2

2/

/

・梁主筋は原則として通し筋とするが、拘束筋

　をあばら筋と同径同ピッチで落とし込む。

e/D≦1/6 e/D＞1/6

51

9 1076

柱面より梁成の範囲は、180°フック又は135°フックが望ましい。

10

・

・

・

・

以下に割り付ける。

第一あばら筋は柱面に入れその間を設計ピッチ

ねじれ応力を受ける腹筋

・溶接継手は帯筋の項を参照のこと。

・135°フックは180°フックでも可とする。L2は定着長さ　とする。

※

※

は、溶接継手または重ね継手のどちらかとする。
軽量コンクリートを使用する場合は、2-3の数値に5dを加算する。

本標準図は異形鉄筋を対象とし、ｄは呼び名に用いた数値とする。 a

e

a

b

以上

L h1

1約0.5L h1.5 L h1

L h1

d

D Da※

ho/4

ho/4500以上

a≧400

ho/4

ho/4

ho
1

ho

DD

約0.5L h

L h

1

ho

0.5D以上

L

かつL
1.5D以上 DL

400以上

400以上

L

ho

L

2

2

2

2

2

150以上
（水平長さ）

1

D

400以上

e e

L

D

150以下

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

〃
p

p

6d 6d
以
上

以
上

以
上

6d 以
上

6d

d
d

d d
以
上

以
上

6d

9d

d

2d5d 2d

15d以上

12d以上

以上4d 4d以上

以
上

4d

余長
(4d以上)

余長

(6d以上)

LLL 2 2 2

余長

La,Lb採用時全長L2

2L

(8d以上) La,Lb

h h h

以上8d
6d
以
上

b/3かつ170以上

以
上

6d
以
上

6d

以
上

8d

2d

2d

溶接
10d 1L h

o/4 o/4

D

L

L

o/4 D

o

o/4D

1

1

o/4

L

a
a

D

L

L L

a
ao/4

1

2

1 1

2

1

2

2

全長L2

全長L2

2L

D

2L

D

ee

D

以
上

6d
以上8d

30

p p〃〃〃〃〃

※

d

d

d

b

D

D

D

少ない

多い

カップラー0.2d以下 1.4d以上

拘束帯筋

二重帯筋

２巻き

第一帯筋

直交梁

第一帯筋

基礎梁

交互配筋

1.5巻以上の

添巻き

D=3d
D=3d

二段配筋
形成筋

a a b

つり筋2-D13(束ね筋）以上とする。

二段筋

望ましい。
外柱の下端筋は上向きの方が

拘束筋

２巻き
（水平に定着してもよい）

第一あばら筋

腹筋

設計ピッチ以下

1.1d以上

3/4D以上かつLa

3/4D以上かつLa

3/4D以上かつLa

6d
以
上

以
上

6d

1

以
チ

下

計
設

ピ
ッ

※

※

※

※

記 　 　 号

呼 び 径 ｄ

最 外 径 Ｄ

D10

11

D13 D16 D19 D22 D25 D29 D32 D35 D38

14 18 21 25 28 33 40 43 4636

D41

図

180ﾟ

鉄筋の使
用箇所に
よる呼称

鉄筋の折

直径(D)

鉄筋の
径によ
る区分

鉄筋の
種類角度

折曲げ
曲げ内法

柱･梁主筋

基礎主筋

帯　筋

あばら筋

ｽﾊﾟｲﾗﾙ筋

スラブ筋

壁　筋

135ﾟ

90ﾟ

D25以下

SD490

D16以下SD295

D19～

D41

D41以下SD390

D41

D29～ 6d以上

5d以上

5d以上

3d以上

SD345 4d以上

かぶり厚さ

部　　位

仕上げあり 仕上げなし

屋　　内 30(20) 30(20)

床スラブ

屋　　外 30(20) 40(30)

土に接しない
部　分

屋　　内 40(30) 40(30)

梁

屋　　外 40(30) 50(40)

擁　　　　　　　壁 (40) 50 (40)50

布基礎の立上り
柱・梁・床スラブ・壁

50 (40)

基　礎　・　擁　壁 70 (60)

土に接する
部　分

屋根スラブ

非耐力壁

柱

耐力壁

※1 ※1 ※1 ※1

※2 ※2

※2 ※2

定着の長さ

小梁・床スラブ

下端筋

L ,L3 h

上端筋

ﾌｯｸ付きLb

一　般

30d

20d

25d

15d ,15d

18

21

24～27

45d(50d)

35d

40d(45d)

30d

35d(40d)

40d

25d

30d(35d)

20d(25d)

,20d

,15(20)d

,15(20)d

35d

25d

30d

20d ,15d

30d(35d)

20d(25d)

25d(30d)

15d(20d) ,15d

21

24～27

48～60

30～36

39～45

48～60

30～36

39～45

50d(－)

35d(－)

40d(－)

30d(－) ,20d(－)

45d(55d)

35d(45d)

40d(45d)

30d(35d),20(25)d

40d(50d)

30d(35d)

35d(40d)

25d(30d),20(25)d

40d(45d)

30d(35d)

35d(40d)

25d(30d),15(20)d

35d(40d)

25d(30d)

30d(35d)

20d(25d),15(20)d

SD295

(SD345)

( )はSD345

を示す

SD390

(SD490)

(-)は適用外

3

3L h=10d

3L =20d

床スラブ

SD490

は適用外

の場合

3L =10d

かつ

150以上

30d

35d

15d

(20d)

15d

15d

(－)

(－)

20d

一般定着の直線　　またはフック付きの　　　　　　　の図2L h,La,LbL 2

コンクリー
トの設計基

準強度

( )N/mm 2

鉄筋の
種　類

直線定着 180°ﾌｯｸ付き定着135°ﾌｯｸ付き定着90°ﾌｯｸ付き定着

重ね継手の
長　さ

下段
ﾌｯｸ付き L 1h

下段
ﾌｯｸ付き L 2 a

上段 直線 L 1 上段 直線 L 2

25d(30d)

h,L

1-1

基 本 事 項

1-2

そ　の　他

2-1

2-2

鉄　筋　の

表 示 記 号

鉄　筋　の

折 り 曲 げ

一般事項§１

§２ 共通事項

2-4

継 手 一 般

2-5

鉄筋のフック

2-7

かぶり厚さ

2-6

鉄筋のあき

3-1

主筋の継手

柱§３

3-2

主筋の定着

3-3

帯　　　筋

副　帯　筋

3-4

補　助　筋

2-3

鉄筋の定着

及び重ね継

「ＪＡＳＳ５

手の長さ

に準拠

4-1

主筋の継手

梁§４

3-5

柱の

補強

コンファインド

4-2

主筋の定着

及び余長

外　柱

中　柱

4-3

あ ば ら 筋

副あばら筋

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）

(２０１５)」

共通仕様書及び日本建築学会「ＪＡＳＳ５（２０１５）」及び「鉄筋

4.

場合、主筋又は耐力壁の鉄筋の継手重ね長さは設計者の指示による。

L1継手重ね長さは上表　　かつ40d（軽量コンクリートを使用する場合は

3.

50d)とする。

構造特記仕様書2-2で政令代73条とした場合、主筋又は耐力壁の鉄筋の

構造特記仕様書2-2でＪＡＳＳ５（２０１５）、ＲＣ規準２０１０とした

参考値として左下表ＪＡＳＳ５（２０１５）に　　　を示す。L L1 2

柱頭に機械式定着を採用する場合
技術評価で認められた条件を
満足すること。

ho/2+15d以上

ho/2+15d以上

第一帯筋（D13以上使用の事）は柱梁接合部内の梁上端筋

の直上に配置し、その間を設計ピッチ以下に割り付ける。

・

※2. 基礎梁部分は、同径で　　形＠150以下とする。

※2

・巾止筋を設ける場合は、

設計者の指示による。

印内に継手中心部を設けることを原則とする。（告示平12第1463号

使用基準参照）溶接継手の場合でも柱面より500以上はなすこと。

15d以上

20d以上

15d以上

8

キャップタイ
6d以

上
以
上

6d

8
d

※
以

上

3

8
d以

上

6d※

以
上

以
上

6d

以
上

8
d

※

以
上

6d

2 4

(　　)L2 h

DX

柱頭の配筋

DX

DY

柱断面

二段筋・三段筋のあきは1.5dとする。

場合に限る。

は梁成の大きい場合。

はピッチ2pで交互配置とする。

9 10

1

は同時打込みのスラブ付の

8あばら筋の加工は下図　　又は　　による。

2 3 5 6 9

1

h2L

上階柱面から
上端筋は

2017年度版

重ね継手（壁、スラブ筋を除く）

　柱成Ｄ以上
※最下階柱脚はスラブ天より

（※Ｄ） ※Ｄ

(　　)はＲＣ規準2010　17条によってもよい。又は右図による。h2L

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）
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4-7 7-4鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２） 2017年度版
梁の貫通補強 基礎と基礎梁

4-4

補　助　筋

6-2

壁　配　筋

6-3 §８ その他
補　強　筋

4-5 8-1
§５ スラブ

小 梁 及 び 階　　　段

片　持　梁
5-1

鉄筋の折り曲
a)小　　梁

げ及び定着
継　　手

定　　　着

5-2

継　　　手

b)片 持 梁 8-2
定　　着 土間コンク

継　　手 リート

5-3

片　持　ち

ス　ラ　ブ

4-6 5-4
基礎梁及び 補　強　筋
基 礎 小 梁

8-3a)基礎梁の

打増し補強継手及び

定着
§７ 基礎

7-1

独 立 基 礎

7-2

杭　基　礎

8-4

増 築 予 定

b)基礎小梁

の継手及

び定着
7-3

§６ 壁 べ た 基 礎

継手及び定着
6-1

定 着 及 び

継 手

D13＠300ダブル

あばら筋と同径、同数で＠100以下とする。

つり筋 D16＠200以上

※ D13＠300ダブル巾止筋 横筋腹筋 縦筋

斜筋

受筋

斜筋の代わりに溶接金網6φ＠100とする。

※補強筋D13以上（ダブル） 受筋D13

主筋D13

※ イナズマ筋
D10＠200

D10 下端筋定着
20d以上

D13

イナズマ筋　D10＠200

斜め可
肩筋D13以上 肩筋D13以上

下向き可
斜め可

D10
2-D13 4-D13D13

L3

2-D132-D13 4-D13D13

D10＠200

耐震壁の場合は
フックを付ける

-D10同ピッチ

D13 D13＠300通し筋としてもよい。 受筋D13
D10＠200

水平定着でもよい。 D13
スリット材

D10

スリット
D10＠400程度

D10＠200, =400ス
リ

ッ
ト

材

（省略してもよい）

4-D13

6-D13
D10＠400程度

腹筋に準ずる小梁大梁

6-D134-D13
補強筋 補強筋

補強筋

各D13
D10＠200D13
（ダブル）

10以上打増し
D13

補強筋90ﾟフックも可ハカマ筋

スラブ筋と同径で1/2ピッチ以下（≒＠100） スタッド溶接
程度となる様に上端に補強筋をいれる

a
梁主筋は原則として庇
すべて定着する既製コンクリート杭

通し配筋可

横筋 さし筋は、縦筋と同径
同ピッチとする。

梁の上面
柱梁 までのばす

肩筋 主筋の径以上

梁柱梁

縦筋

L2 2L1 L

4d以上

1L
φ D

D 以
上

4d 150以上4
d

以
上 L1 L2

D

b

o/4 o/4 o/4

L1
300

60
0

外周部は8d以上y
折り曲げるx/4 x/4 8d以上

5
0d

以
上

3
0d

以
上

L2

6
0
0

L1
L2x/

4

300 300o/6

2
L 600o 5
0d

以
上

以
上

x 3
0
d

t≧180

x
/4

LbかつB/2以上 o/4

15d以上かつB/2以上2 ※Lb2 tL

(L
 )

継手 L1 継手 L1 15
d以

上

2L L2※ tD 2 t 20
d以

上

L※ 15d以上

3

1LL3(
L
 )

定
着

L1B3L h

o/6 o/4B
o/4 o/2 o/4

o
o

L1

L2 L2

2 o/3+15d L2
200(耐震壁の場合）100以内

(Lは必要付着長さ)

2L120以下 150※ LbかつB/2以上 150以上

2
L25d又はL h3do

L2

4
d

L320d以上又は　h
o o

t
t 2t

t

2
50 250 250L2 L22W

2 W1 500以上L

25
0

2

o

o/4 2
0
d(

L 
)

3/4以上かつLao/4 L2 L2

tt t2 2全長L

L

2 220d(L ) 20d(L )

10以上打増し

L1
2L1 全長L3/4以上かつLa

S

t45ﾟ
o

200o/4 L23/4以上かつLao/4
1,000

2
L2全長L 15d 4d以上D D

2
0
d以

上

2D D' 10
0

50
0
以

上

L
※

50

30
0
以

上

3/4以上かつLaL1
500以上 501

,5
00

1,500

2
0d

9
0
0

900
500以上 500以上L h3 o/6 o/4

B L1 +50 L1 +50

o/4又は20dL h3
a2 20d以上

a1L2

2L tL +501Lb o/4 L1
※ L2o L2

2D L 15d以上※ L2 L2 LbかつB/2以上

以上

1. 補強筋は原則として工場製品（認定品）を使用する。 ・定着長さはL 、及び継手長さはL とする。2 1

2. 認定品を使用しない場合は下図によるが、補強筋は設計者の指示による。 ※ただし耐震壁で帯筋、あばら筋の内側に定着できない場合は、 =8dかつ

150以上45ﾟ～90ﾟ折り曲げ、定着長さはL かつD/2以上とする。2

・梁貫通孔は梁成の1/3以下とする。D＜ 600 不要 （通し配筋の場合は不要）
・孔が複数の場合は中心間隔を径（φ）の

・土圧を受ける壁の外側鉄筋の定着は③図による。600≦ D＜ 900 2-D10 （１段） ３倍以上とする。
腹　筋 ・継手位置はどの部分でもよいが、土圧を受ける壁は5-2項の土圧面側を上端また位置は原則として柱面から梁成D以上

900≦ D＜1200 4-D10 （２段）
・補強部　　　の厚さは梁巾とする。はなし、梁成の中央D/2の範囲内とする。 筋側に読み替える。

・φが100mm未満、かつD/10以下、かつ（あばら1200≦ D D10＠300 以内
壁の配筋は設計図書による。筋間隔-かぶり厚さx2-あばら筋最外径）以下の

巾止筋 D10＠1000 以内で割り付ける。 ・ダブル配筋では巾止筋を縦横共D10＠1000以内を標準とする。

受　筋
D10＠1000 以内で割り付ける。

・※縦筋はあばら筋加工とする。つり筋

CL 片持階段

※壁配筋が片持荷重を受ける配筋

とされている場合は不要。
C A C

不連続端（外端） 連続端（内端）

・ 印内に継手中心部を設けること。ただし溶接継手の場合は梁面より D B D

500以上はなすこと。 溶接金網に
鉄筋による方法

よる方法※Bが小さい場合、余長部で
スラブ階段C A C　 ,　とするL2 L3 ・※斜筋を縦・横補強筋でおきかえる場合は設計者の指示による。

水平投影長さは8d以上 ・斜筋は内側に配置する。壁筋を切断しない場合は補強を要しない。CL が望ましい

x≦  y
※4-5a)定着に同じ

継手位置は原則として下表によるが、右図でもよい。
不連続端（外端） 連続端（内端）

標準継手位置

・下端筋は水平定着でも可。上端筋には継手を設けてはならない。 短　辺　方　向 B D （　 形でも可）上　端　筋
長　辺　方　向 A B

下　端　筋 短辺・長辺方向 A C D

(有効せい)
※4-5a)定着に同じ

・開口補強筋はリストによる。

先端 元端
完全スリットの場合

ＲＣ壁・ＣＢ壁の補強

（柱）片持ちスラブ隅角部補強は設計図による。 先端に荷重がある場合
（梁）先端小梁のない場合

A：開口面積
※地反力を受ける梁は構造特記仕様書5-4項および設計図に示す。 大梁又は小梁にA≦0.3㎡ 0.3㎡＜A≦1.0㎡

定着かつ ≦0.6ｍ かつ ≦1.0ｍ

1 一般（独立基礎、杭打独立基礎） スリット幅 W1≧25 かつスリット長さの1/100

W2≧15

CL

注）スラブ筋を切断しない場合は補強を要しない。 G.L

ただしかぶり厚さ50（軽量

・ は、打増し部分を示す。 と配筋してもよい。コンクリートの場合60）の

・補強筋　定着は20d　　 ( )は、主要な耐力壁等が取付く場合で設計者の(L )2場合は不要
　　　　判断による。

2 地反力(又は杭反力）を受ける場合。 t≦50 補強なし 50＜t≦100 D13＠300
CL

100＜t≦200 D16＠300 200＜t≦300 D16＠200
S＞tの場合は G.L

t＞300設計図による。かつスラブ厚以上
CL

※設計者の判断による。
鉄筋による方法3 2上載荷重が大きい場合は　　の主筋継手位置を上下逆にする。 ・・１本杭で偏心していない場合は、立上り筋不要。

縦横共
・杭頭補強筋は設計図による。1 地反力を受けない場合は(4-5)による。 6φ＠100
・杭頭を切断した場合の補強は、設計者の指示による。2 地反力を受ける場合。

補強範囲 溶接金網による方法

C 継手位置は5-2項の上端筋を下端筋に読み替える。L

※4-5a)上端筋定着に同じ

a1 / a2≦1/6

土圧を
受ける壁不連続端（外端） 連続端（内端）

・ は、はつり部分を示す。
※

・ 印内に継手中心部を設けることを原則とする。ただし溶接継手の場合 ・増築時の継手は、原則として柱・梁の主筋は溶接継手とする。

は、柱面（基礎小梁の場合は梁面）より500以上はなすこと。Lb取れない場合 （増築側の鉄筋は水平定着でもよい。）
1 2 34-5a定着によってよい。

開口部

交差部

端部

スリット

開口補強

柱 梁
段違床 ＲＣ壁・ＣＢ壁が床にのる場合

セットバックを含む
屋根屋上スラブ隅角補強

柱 梁

a　隅角部

スラブ 壁

かつL+do

場合は補強を必要としないが、あばら筋を切断

してはならない。

2L 2L
1 11 1

L L

L1

1
L

L1

15d以上 15d以上

20d以上 20d以上

1-D131L 1L
1 帯筋又はあばら筋と同径

1L 1L L 同間隔、材質はSD295A

1
L

L1 L1

1-D13

D16@150

余長は構造計算によって確認すれば、それによってもよい。

15d以上

15d以上 15d以上

20d以上

15d以上

20d以上 20d以上

15d以上

L2
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構造設計一級建築士　第5719号　額谷 浩史

構造担当者

一級建築士登録　　第224598号　

設計年月日 設　計 検　図

製　図 検　印

工事名称

図面名称

図面番号

縮　尺

訂　正

　－  (A1)
　－  (A3)

1-1

2-1

3-1

3-2

3-3

基 本 事 項

そ　の　他

略　　　号　

高力ボルト

のピッチ

高力ボルト

形鋼のゲージ

1-2

ボルトの
呼び径

M16

M20

M22

M24

締付け長さに加える長さ

S10TF8T,F10T

30

35

40

45

25

30

35

40

呼　び　径

孔　　　径

標　準

最　小
ピッチ

は　し　あ　き

せん断縁，手動ガス切断縁

圧延縁，自動ガス切断縁等
最小縁端距離

M24M22M20M16

26242218

70606060

60555040

40(55)40(50)40 45(60)

28 34 38 44

26 28 3222

p

e

ゲ　ー　ジ
千鳥打ちのピッチ

M16,20,22

b

M24

65

60

45

50

45

25

35

40

55

AorB 最大軸径 B 最大軸径 最大軸径B
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70

75

80
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※※※※

※

※※ 16
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350
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20
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150
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200

130

g g g g g

一般事項§１

共通事項§２

ボルト接合§３

4-2

4-1

隅 肉 溶 接

完全溶込み

溶接

突合せ溶接）（

t

9

7 9

14

10

16

12

t 12

s

6以下

16 ＜ t ≦ 40

溶接接合§４

40

24

36

21

32

19

28

17

25

15

4-3

部分溶込み

溶接

記　　号 適用板厚形　　状
アーク手溶接

寸　　法
ガスシールド及びセルフ

シールドアーク手溶接

MC-BL-B1
GC-BL-B1

MC-BL-2
GC-BL-2

MC-BK-2
GC-BK-2

MC-BI-B1
GC-BI-B1

3～6

6～9

G

G

R

d

G

R

G

R

G

R

G

d

0

2

2

0

2

T T

6

2

0

6

7

0

2

2

2

2
2

0

2
2

2
1

5°

4

2
1

5°

+
-

+
-

+
-
+
-

-

+
-

-

2
2+

-

5°-

0
+
-

4

2
2+

-

5°-

5°-

- 2

2
2

2
2

3
0

2
1

5°

2
1

5°

+
-

+
-

+
-

+
-

-

+
-

-

2
2+

-

5°-

3
0

+
-

2
2+

-

5°-

5°-

- 2

2-

2

3

4

5

W

W

W

16＜T

6≦T≦19

1

2

9

7

2

45°

35°

45°

2
3(T-R)

3
1(T-R)

45°

60° 60°

45°

3
1(T-R)

2
3(T-R)

45°

35°

45°

α

α1

2

α1

1α

α1

t

D

12

10

16

11

19

12

22

13

25

13

28

14 15

32

15

36 40

16
D=(t-2)/2

W

12 ≦ t ≦ 40 16 ≦ t ≦ 40

t/4 ≦ S ≦ 10

片面溶接 W 両面溶接 W

6≦T

4-4

4-5

5-1

フレア溶接

そ　の　他

継手リスト

5-2

小 梁 仕 口

ピ ン 接 合

Ａ タ イ プ

剛　接　合

Ｂ タ イ プ

丸鋼等溶接 W 軽量形鋼等溶接 W

t≧3 のとき s=t
t＜3 のとき s=3

材　種 主　材

H- A ×
×
×

×
×

ABH- ×

× ××H-

× ××H-

× ××H-

× ××H-

× ××H-

× ××H-

× ××H-

× ××H-

× ××H-

× ××H-

× ××H-

高
力
ボ
ル
ト
径

本数
総

ボルト

フランジ

外側添板 内側添板

総
本数

ボルト

ウェブ

添　板
ピ
ッ
チ× ×××× ×

××× ×

××× ×

××× ×

××× ×

××× ×

××× ×

××× ×

××× ×

××× ×

××× ×

××× ×

××

××

××

××

××

××

××

××

××

××

××

t
2P-

a t
4P-

a
2P-
t a 2

LLL
21 1 1 22 2 1 11 3

B
B t

t
1

1

t
t

2

2

A1タイプ A3タイプA2タイプ

B1タイプ B2タイプ

§５ 継手

鉄骨工作標準図（１）

長
さ

首 締付け長さ

座金厚さ
ナット高さ
余長

下

g

pppe

1

g

bbbbe

2

g1

B
B B

A

g g
g g g

g1

1 2

2 g1 2 3

（ねじ山1～6）

t

S

s sL

a＞10

余盛：Δα

a≦10

t

60°

s

s/2 s/2

G
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α
1
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G

T

G

d
R

d
T

G

α

α

α

1

1

2

9以上

1

2

t

DS S

45°

SS

t

2

DD

45°

25以上

D

D/2 D/2

D

D/2 D/2

D/2
D

t ts s

a g
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ppee
1 1
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e e
b b
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2
1

2

1

2
1
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e
p

p
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a

ee

a

a
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p
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〃

〃

〃
〃
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t
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t1

10 10

ee

e
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ee

e
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e eee

e
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10 pe eg1

10 10

1)

2)

3)

4)

製作精度等に関しては、ＪＡＳＳ６の付則６「鉄骨精度検査基準」による。

設計図書に記載なき場合は本標準図に従うものとする。また本標準図に明記なき場合は、

使用材料、工法等は構造特記仕様書による。

AB

・

・

・

・

・

BP

DFP

FP

HTB

SP

WP

・ アンカーボルト

ベースプレート

フランジプレート

高力ボルト

スプライスプレート

ウェブプレート

・

・

・

・

・

・

・BH 組立てＨ形鋼

CHP

FB

RP

TB

W

チェッカープレート

フラットバー

ガセットプレート

リブプレート

ターンバックル

溶接記号（§４参照）・

GP

ダイアフラム

L

L

L

L

L

L

L

L

ボルトの長さ

1.

2. 本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの兼用はしてはならない。

3.

けは１次締付け後、マーキングを入れてから本締めをする。

4.

ボルトの接合面の処理は、締め付け摩擦面を平グラインダー掛け等を行い、黒皮を除去して一様

本標準図に示す単位は特記なき限りすべて mm とする。

・(    )内はボルトが応力方向に３本以上並ばない場合を示す。

※

※※ 印の欄の

最小縁端距離の規定にかかわらず用いることができる。

g

B=300 は、千鳥打ちとする。

特記以外はすべてS10T(トルシア形高力ボルト，上図）又はF10Tとする。

亜鉛メッキボルトの場合は、すべてF8Tとする。

1-9

構造特記仕様書１－２－４，５に指定した共通仕様書および標準仕様書による。

及び最大軸径の値は強度上支障がないとき

板厚の異なる場合（通しダイアフラムは除く）1)

両端に継手と同じ形状のエンドタブを取り付ける。

2) エンドタブ

通し形裏当て金 分割形裏当て金

・

・

スカラップの円弧の曲線は、フランジに滑らかに接するよ

なお複合円は滑らかに仕上げること。

エンドタブを切断する場合溶接終了後母材より5～10mm

1パス長さ＝40～60mm 程度とする

隅肉溶接 S=4～6mm

3) 開先加工（下図は参考とする）

a) スカラップ工法

うに加工する。　は35程度、　は10程度とする。γ21γ

完全溶込み溶接部以外のスカラップは、 =25程度とする。γ

長さ　は35以上かつ薄い方の板厚の２倍以上とする。

クレーンガーダーの場合は、全て2.5倍以上の勾配をとる。

断続隅肉溶接の長さ L

ノンスカラップ工法

開先形状

MC…はアーク手溶接　　GC…はガスシールドアーク溶接・セルフシールドアーク溶接の記号を示す。

b)

4)

8 9

加工工程中及び現場建方後においてもアークストライク、ショートビートをしてはならない。

フランジ巾　250以下 フランジ巾　300 フランジ巾　350,400

（ウェブ） （ウェブ）

1.

2.

フランジP 面もしくはウェブP 面で、段差1mmを超える場合は、フィラーP を入れて調整すること。L L L

　　は原則として梁成の2/3以上確保すること。

継手プレート及び高力ボルトはリストによる。

1.

2.

L L LGP ,RP は材種、版厚とも小梁のWP と同等以上とする。

エンドタブ、裏当て金の組立て溶接は右図による。

付加試験に合格した溶接工によること。

に赤さびを自然発生させる。ただし、ショットブラスト等を行った場合はこの限りでない。締付

19 22

1311

g2

1 2 1 2 3

A

W1

a3

G=0

5～10mm 5～10mm

γ γ γ γ1
22

1

FB-4.5×19

ボルト本数表示

GPL L2PGPL

RPL RPL

GPL

GPL

W 1

1
2.5以上

W 1

裏当て

裏はつり

裏当て

裏はつり

W

W W W

1

2 , or3 4

W1 W1

記号

余盛

t ≦ 16

W 脚長（S）

S'=実際サイズ
S =設計サイズ

1

かつ ΔS ≦ 5
ΔS = S'-S

0 ≦ Δα ≦ 0.4S
かつ Δα ≦ 4

0 ≦ ΔS ≦ 0.5S 記号 W 1

6 7

L≧10Sかつ40

機械加工＋ガス切りタイプ

はなして切断する。代替タブを採用する場合は溶接技量

2017年度版

鉄骨工作標準図（１）
S-05

長野市稲葉2561番地　1級建築士事務所長野県知事登録（長野）Ｎ第43023号
1級建築士大臣登録　第256147号　　中澤　日出

国補　朝陽小学校屋内運動場改築外建築主体工事
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構造担当者

一級建築士登録　　第224598号　

設計年月日 設　計 検　図

製　図 検　印

工事名称

図面名称

図面番号

縮　尺

訂　正

　－  (A1)
　－  (A3)

鉄骨工作標準図（２）

デッキプレート

9-2
50以上

以上50

H

・合成スラブの場合はメーカー仕様による。

デッキプレート受け

部分溶込み溶接

FB-65×9焼抜きせん溶接 ＠≒300

鉄骨工作標準図（２）

6-2

6-3

梁　通　し

仕口と継手

6-1

勾 配 屋 根

6-4

6-5

柱　通　し

現場溶接継手

bb

aa

c c

柱梁接合部及び継手§６
9-1

貫 通 補 強

その他§９6-6

そ　の　他

8-1

7-1

一 般 柱 脚

ブレースリスト

柱脚

壁面ブレース§８

§７

スタッドジベル

壁筋の溶接

9-3

9-4

cTfイ

ロ

cTf

イ

イ

イ

イ

75
以

上

cTf

Tf

2,400以下を原則とする。

10

30以上

Td Tf

10
0以

上

G

以
上

1
00

35

G
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1,000前後

ロ

R（曲率半径）以上

G

30以上

3φ以上

φ

〃
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ロ
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計

図
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e
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25
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計

図
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る
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0

H

H

2φかつ100+φ

H3φ

H

≒30

45ﾟ以上

φ

H/4

H/4

φ

φ

φ

0

2φかつ100+φ

3φ H

1.5t

t0H

2φかつ100+φ

φ
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d

ee p

a

a

a
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pp

2

2

1

2

1

11

d

50

15

50

65

p

5d

5d

5d

W W

W

W
W W

W

2 , W or3 4

1

1
2 , W or3 4

1

W1

W1

W1

W W W2 , or3 4

W W W2 , or3 4

W W W W

W W

W W W

2
,2 3 or 4

12

2 , 3 or 4

W

W2

1

1W

W

W W W

W W W

W W W

W

2 , 3 or 4

1 2 , 3 or 4

2 , or3 4

2

W W W2 , or3 4

W1

W1

W W W

W
W

W2

2
1

,2 or3 4

W2

W W2 , W3 or 4

W1

W2

W

W

W

W W

W W

1

1

or3 4

1

3 or 4

W

W

WW

W

1

1

1

1

1

W1

W

W

2

2

W

W W W

W1

,2 3 or 4

W

1

1

W
W W W,2

or1

3 , 4

W1

p＝鉄筋間隔

=50

a a- 断面

L柱FP現場溶接継手

による
Gは§4-2

柱現場継手位置

HTB継手

b b 断面-

c c- 断面

L梁FP現場溶接継手

Ｅタイプ（ 0.4H＜φ≦0.5H ）

Ａタイプ（ φ≦0.1H ）

Ｃタイプ（ 0.2H＜φ≦0.28H ）

Ｆタイプ

L L

1.

貫通孔を設ける範囲は右図の2.

3.

特記なき限り補強方法は上図によるが、孔径（φ）は

部分を原則とする。

L

（これを満足できない場合は設計者の指示による。）

0.5H以下とし、そのピッチは3.0φ以上とする。

貫通孔が多くある場合はWP を厚くした（WP ＋補強P ）

継手

Ｂタイプ（ 0.1H＜φ≦0.2H ）

Ｄタイプ（ 0.28H＜φ≦0.4H ）

既製品（評定品）を用いた場合

L

ロ

イ

d

1)

2.

3.

4.

5.

（水平スチフナ）

（通しダイアフラム）

（内ダイアフラム）

P-b

P-c

P-d

P-e （折れ曲がり部）

（鉛直スチフナ）P-a1.

L

L

L

L

L

パネルゾーンのP の厚さL

L

L

L

L

L梁（柱）のFP より１サイズUP以上

仕口部に集結する梁の最大FP より１サイズUP以上

上下柱のFP の厚い方より１サイズUP以上

仕口部に集結する梁の最大FP より２サイズUP以上かつ柱のFP 以上

仕口部に集結する梁の最大FP より２サイズUP以上

25mmかつcTf以上

2) 出寸法

ダイアフラムと梁フランジの溶接部は、梁フランジはダイアフラムの厚みの内部で溶接す

ゆるい場合（1/6程度）は不要。

ること。（告示1464）

Lハンチ部でFP を折曲げる場合はR≧10Tfとし補強プレートを入れる。ただし、勾配の

現場溶接を行なう場合は工事監理者の承諾を得、養生に十分配慮して行うこと。

じとし、材質は上の方の１ランク上質とする。

上質とする。また接続する柱及び梁の強度及び材質の異なる場合は、強度は大きい方に同

ダイアフラムの材質は特記仕様書による。特記なき場合は、接続する柱及び梁の１ランク

　　（6-2項）上下階で柱径が異なる場合の板厚は上下階柱の厚い方、材質は上下階柱と

同質以上とし、折り曲げ加工又は溶接加工とする。

3)

3.

4.

5.

2.

注記

1.

cTf≦25の場合　　25

cTf≧28の場合　　30

柱が角形鋼管の場合

腰折れ柱

柱がＨ形鋼の場合

Ｈ形鋼の弱軸にブレースが取り付く場合

L

Ａタイプ　（主柱） Ｂタイプ　（間柱等二次部材）

L補強P 厚さtはBP 厚さの1/2以上かつ6以上

1.

2.

3. 床面ブレースは設計図書に明記なき場合は壁面に準ずる。

GPの最小幅 　が確保できない場合は、設計者の指示により板厚を変更する。L e

丸鋼を使用する場合は、丸鋼、ターンバックル共ＪＩＳ規格品を使用する。

ある場合は台直しはせず右図の

様に補強する。

アンカーボルトの施工に誤差が

無収縮モルタルの強度はＲＣ柱型

のコンクリート強度以上とする。

h, , 設計図書による。

Ａタイプ（標準） Ｂタイプ（軽微なＲＣ壁の場合） Ｃタイプ（ブロック壁の場合）

符号 部　材
高力ボルト

径 本数 t

溶　接GPL

脚長 Σe

≧h

7.5d≦ ≦

5.0d≧

≧40

≧100

≧40

≦2.5td

4.0d

300p

p

a

a

e

1

2

1

2

p p1 2

P-eL

d 柱径が異なる場合

直交梁

P-cL

P-dL

P-bL

P-bL

L柱FP

P-aL

梁現場継手位置

P-aL

補強プレート

LWP

L梁FP 継手リストによる P-cL

P-cL

L梁FP

通しダイアフラム

直交梁

P-dL

P-bL

直交梁用P-bL

P-bL

LP-d

P-dL

P-dL

( )

柱溶接後切断

(

建方用ボルト

)

Lウェブは継手リストによる

継手リストによる

ガス抜穴20φ

P-cL

LP-b

P-bL

ウェブの継手は設計図書による

下向き溶接とする

内ダイアフラム

又は同厚さ以上（片面）

LP 厚さはWP 厚さの0.5以上（両面）L

2P（設計図による）L

LP 厚さはWP 厚さの0.5以上（片面）L

LP 厚さはWP 厚さと同厚さ以上（両面）L

P-6かつt/2以上L

GP-tL

開先形状は

設計図書による

直交梁

P-dL

P-eL

BPL

30°

余長はネジ山３以上

（Ａタイプも同じ）

（Ａタイプも同じ）

D16を切断し天端をそろえる

中心塗りモルタル200角

又は200φ以上とする

無収縮モルタル流し込み

すべて座金付き二重ナットとする

無収縮モルタル流し込み

アンカーフレームを使用す
る場合は設計図書による

L補強P は座金を兼ねる

BPL

AB

LP -　12

3-M20

2P -　9

アークスタッド溶接

アークスタッド溶接

D13以下 FB-65×6

サイズ0.5d

フランジ板厚の10倍以上とする。
板曲げ加工半径rは、

通しダイアフラム

通しダイアフラム

ロ

e

ＯＳリング等　使用可

ハイリング、フリードーナッツ

BHとする。
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適 設●柱材：角形鋼管(Ｆ値 ●柱脚の選定　：　別冊「カタログ」により設計者が選定する。235N/mm2) - STKR400,BCP235,SHC400B・C

                (Ｆ値 295N/mm2) - BCR295
用 計 ●柱脚の溶接　：　別冊「工場製作管理要領書」により鉄骨工場にて溶接施工を行う。

325N/mm2) - STKR490,BCP325,SHC490B・C既製柱脚固定金物　柱脚工法設計施工標準図                 (Ｆ値

条 施(21・24N/mm2) ●基礎コンクリート　普通コンクリート 以下以上 (30N/mm2) ●現場施工　　：　別冊「施工ガイド」による。

●鉄筋　：　異形鉄筋　SD295(D10～D16)（財）日本建築センターＢＣＪ評定－ＳＴ０１５３－０７（平成３０年１１月１６日付） 件 工（角形鋼管仕様）（角形鋼管仕様） SD345(D19～D25)

４．溶接施工１．柱脚構成部材及び基礎廻り標準図 ２．アンカーボルト・ロックナット・定着ナット・座金・ジャストリング ３．ベースプレート

１．１ ２．１ アンカーボルト（材質：ＳＤ３９０・ＳＤ４９０） ３．１ ベースプレート（材質：ＳＭ４９０Ａ） ４．１ 溶　　接構成部材

●角型鋼管のベースプレートのへの溶接は突合せ溶接とする。孔径φ（２Ｃ面取）孔径φ（２Ｃ面取） 4-R又は4-C 4-R又は4-C呼    径 Ｄ Ｌ ｄ１ ｌ１ 孔径φ（２Ｃ面取）
角形鋼管 角形鋼管 開先条件はＪＡＳＳ６に準じ下表による。

D29(SD490) 32.4 M8660 20

38.7 M8 20D35(SD390) 720１ １３ ３ ■溶接方法（突合せ溶接） 突合せ溶接の開先標準
D35(SD490) 38.7 M8 20725

７ ７５ ５ D38(SD490) 42.7 785 M8 20
テンプレート用ボルト孔

D41(SD490) 46.2 870,970 M8 20
４ ４

２ ２

２．２ ロックナット（材質：Ｓ４５Ｃ 熱処理Ｈ）

６ ６
呼　径 Ｂ Ｃ Ｌ

アンカーボルト４本タイプＤ２９ 43 49.7 56

6461.2８ ８ Ｄ３５ 53 アンカーボルト８本タイプ アンカーボルト１２本タイプ
Ｄ３８ 6457 65.8

Ｄ４１ 64 6473.9
ｼﾞｬｽﾄﾍﾞｰｽ

タイプ ｔ Ａ ａ ｂ ｃ d φ R又はC
記　　号

<４本アンカーボルトタイプ> <８本アンカーボルトタイプ>
２．３ 定着ナット（材質：Ｓ４５Ｃ又はＦＣＤ４５０－１０） J150-09 ４本 28 300 45 210 50

１ ベースプレート ４．２ 溶接部の検査定着ナット及び固定用クサビ J175-09 ４本 28 325 45 235 50６
２ アンカーボルト J200-09 ４本 32 350 45 260 50７ 無収縮モルタル

●超音波探傷試験とし、合否の判定は日本建築学会「鋼構造建築溶接部のR３ ４本８ロックナット及び固定用クサビ J200-12 32 380 55 270 60フレーム部材(テンプレート含む） 呼　径 A1 A2 B H c d R
超音波探傷基準・同解説」による。４ ジャストリング J250-09 ４本 36 430 55 320 6010Ｄ２９ 528.962 34.349.7 56

５ 座金 Ｄ３５ J250-12 ４本 40 440 55 330 6074 61.2 64 41.210 35.0 5

Ｄ３８ 10 44.982 65.8 38.164 8 J250-16 ８本 36 480 55 75 220 60 80注：１２本アンカーボルトタイプ図は省略 ５．現場施工 特記以外は元請建設会社の施工とする。
Ｄ４１ 41.288 10 72 48.273.9 7 J300-09 ８本 32 490 45 65 270 50 50

J300-12 ８本 36 530 55 75 270 60 80 ５．１ 捨てコンクリート地業（元請施工）１．２ 基礎廻りの標準図
J300-16 ８本 45 540 55 75 280 60 80

●基礎柱型下部の捨てコンクリートは厚さ８０ｍｍ以上とし、上面をコテで座金（材質：ＳＳ４００）２．４ J300-19 ８本 50 540 55 75 280 60 80※設計基準強度が21N/mm2以上と 角形鋼管
J350-12 ８本 40 580 55 75 320 60 8024N/mm2以上 の仕様があります。 平滑に仕上げる。上面レベルのチェックを行う。

J350-16 ８本 45 600 60 85 310 65 80（但しFcの上限値は全機種30N/mm2）
５．２ フレーム及びアンカーボルトの設置（※１）

J350-19 ８本 55 630 60 340 65 8085
呼　径 W1 P1 t φD J350-22 ８本 55 630 65 85 330 70 80 １ フレームベース設置：柱中心線地墨に対し、平面位置を

37 22 3474D29基礎柱型上端 J400-12 ８本 45 630 55 75 370 60 80▽ 調整する。レベル調整用ボルトで44 22 41D35 88
J400-16 ８本 55 690 60 85 400 65 80 柱中心▽基礎梁型上端 47 25 4594D38 フレームベースを水平にする。
J400-19 ８本 60 690 65 85 390 70 80(基礎柱上端から50mm下がりまで) ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄ中心50 28 48100D41

２ ▽所定ﾚﾍﾞﾙアンカーボルト設置：フレームポスト上部の部材にアンJ400-22 12本 60 700 60 85 410 65 80柱型主筋
カー調整ボルトにて固定し垂直をJ450-16 12本 50 700 60 85 410 65 80

２．５ ジャストリング（材質：Ｓ２５Ｃ）
柱型帯筋 J450-19 12本 55 720 65 85 420 70 80 確認する。

J450-22 12本 60 750 65 85 450 70 80（注１） 外リング 内リング
３ テンプレート設置　：テンプレートをアンカーボルトにSD295(D10～D16) J500-19 12本 60 790 65 85 490 70 80呼び名 Ｈ

Ｄ ｄ Ｄ ｄ ﾌﾚｰﾑﾎﾟｽﾄSD345(D19～D25) J500-22 12本 65 840 65 85 540 70 80 上部からボルトにて固定し、テンD29 49.0 41.3 40.6 32.9 28
J550-19 12本 65 880 65 95 560 70 80 ﾌﾚｰﾑﾍﾞｰｽ

D35 59.0 49.6 48.8 39.2 32,45 プレート中心線を、柱中心地墨に
J550-22 12本 70 950 65 95 630 70 80

D38 64.0 54.0 53.3 43.2 45 調整後、フレームベースをホール
D41 69.0 58.2 57.5 46.7 55

インアンカーで固定する。 許
（注）基礎柱型の施工は

－５≦ｅ１≦５容
JASS5による。 落下防止リブ 誤４ 定着ナット固定措置　：定着ナットをアンカーボルト下部 －５≦ｅ２≦５

差
位置に取り付け、アンカーボルト

柱脚構成部材 ＲＣ基礎柱型 （下記の寸法・配筋とする）既製柱脚 と定着ナットの隙間に鋼製クサビ適用角形鋼管　（該当するＦ値　○印） 柱脚回転剛性※（）内は、ＳＴＫＲでは不可適用 アンカーボルト ベースプレート 座　　金 寸法（ｍｍ）
柱

脚

工

法

（

角

型

鋼

管

）

標

準

仕

様

一

覧

表

固定金物 主　　筋 帯　　筋 設計基準強度 を打ち込む。備　　考
サイズ kN･m/rad（○印） n-φ×L 材質 h t×A×A t×W1 C×D H 2F=235N/mm2 F=295N/mm2 F=325N/mm2 （N/mm ）記　　号

460×460150×150J150-09 ６・９ ６・８・９・１２ 4-D29×660 SD490 165 28×300×300 22×74 550 8-D10 D10 @ 150 21以上 30以下 11,000

480×480175×175J175-09 ６・９ ６・８・９・１２ 4-D29×660 SD490 165 28×325×325 22×74 550 8-D13 D10 @ 150 21以上 30以下 14,700

520×520J200-09 ６・８・９・１２ ６・８・９ 4-D29×660 SD490 165 32×350×350 22×74 600 8-D13 D10 @ 150 21以上 30以下 19,800
200×200

基礎柱型配筋及びコンクリート打設（元請施工）540×540 ５．３J200-12 ６・８・９・１２ ６・８・９・１２ ６・８・９ 4-D35×720 SD390 175 32×380×380 22×88 600 8-D16 D10 @ 150 21以上 30以下 27,800

620×620J250-09 ６・８・９ ６・８・９ 4-D35×720 SD390 175 36×430×430 22×88 600 8-D16 D13 @ 150 21以上 30以下 43,800
鉄骨柱の建入れ（元請施工）５．４250×250 620×620J250-12 ６・８・９・１２ ６・８・９・１２ ６・８・９ 4-D35×725 SD490 180 40×440×440 22×88 600 8-D16 D13 @ 150 21以上 30以下 47,700

630×630J250-16 ６・８・９・１２・１４・１６ ６・８・９・１２・１４・１６ ６・８・９・１２ 8-D35×720 SD390 175 36×480×480 22×88 600 12-D19 D13 @ 150 21以上 30以下 61,600
ジャストリング設置及びロックナット本締め（元請施工）５．５

680×680J300-09 ６・８・９・（１２） ６・８・９ 8-D29×660 SD490 165 32×490×490 22×74 600 8-D16 D13 @ 150 21以上 30以下 64,700

●ジャストリングを全数設置し、レンチ等でロックナットを本締めする。（マーキング等による確認推奨）700×700J300-12 ６・８・９・１２・（１４）・（１６） ６・８・９・１２ ６・８・９ 8-D35×720 SD390 175 36×530×530 22×88 600 8-D19 D13 @ 150 21以上 30以下 89,600
300×300

　トルク値は３００Ｎ・ｍとする。730×730J300-16 ６・８・９・１２・１４・１６・１９ ６・８・９・１２・１４・１６ ６・８・９・１２ 8-D35×720 SD390 185 45×540×540 22×88 600 8-D22 D13 @ 150 21以上 30以下 96,500

730×730J300-19 ６・８・９・１２・１４・１６・１９ ６・８・９・１２・１４・１６・１９ ６・８・９・１２・１４・（１６） 8-D35×725 SD490 190 50×540×540 22×88 600 12-D22 D13 @ 150 21以上 30以下 102,000
D13 @ 100 又は ５．６ 固定用クサビの設置（元請施工）780×780J350-12 ９・１２・（１４）・（１６） ９・１２ ９ 8-D35×720 SD390 185 40×580×580 22×88 700 12-D22 21以上 30以下 125,000D16 @ 150
D13 @ 100 又は ●鋼製クサビをロックナットとアンカーボルトの隙間に全数セットし、打ち込む。J350-16 ９・１２・１４・１６・１９・（２２） ９・１２・１４・１６ ９・１２ 8-D38×785 SD490 200 45×600×600 25×94 800×800 750 12-D25 21以上 30以下 149,000D16 @ 150350×350
D13 @ 100 又は

J350-19 ９・１２・１４・１６・１９・２２ ９・１２・１４・１６・１９ ９・１２・１４・（１６） 8-D38×785 SD490 200 55×630×630 25×94 800×800 750 12-D25 21以上 30以下 165,000D16 @ 150
D13 @ 100 又は 角形鋼管

J350-22 ９・１２・１４・１６・１９・２２ ９・１２・１４・１６・１９・２２ ９・１２・１４・１６・（１９） 8-D41×870 SD490 205 55×630×630 28×100 800×800 800 20-D22 21以上 30以下 170,000D16 @ 150 無収縮モルタル材５．７ 無収縮モルタル注入
D13 @ 100 又は

J400-12 ９・１２ ９・１２ ９ 8-D35×725 SD490 190 45×630×630 22×88 850×850 800 12-D22 21以上 30以下 177,000D16 @ 150
シュートD13 @ 100 又は

無収縮モルタル用型枠施工（元請施工）J400-16 ９・１２・１４・１６・１９ ９・１２・１４・１６ ９・１２ 8-D38×785 SD490 200 55×690×690 25×94 870×870 800 12-D25 21以上 30以下 218,000 １D16 @ 150
400×400 D13 @ 100 又は

J400-19 ９・１２・１４・１６・１９・２２・（２５） ９・１２・１４・１６・１９ ９・１２・（１４）・（１６） 8-D41×870 SD490 205 60×690×690 28×100 900×900 800 12-D22 21以上 30以下 232,000D16 @ 150 基礎コンクリート清掃・水洗いの後、２
D13 @ 100 又は

J400-22 ９・１２・１４・１６・１９・２２・２５ ９・１２・１４・１６・１９・２２ ９・１２・１４・１６・（１９） 12-D38×785 SD490 200 60×700×700 25×94 900×900 800 16-D25 21以上 30以下 258,000D16 @ 150 無収縮モルタルをシュートにより一方向
D13 @ 100 又は

J450-16 ９・１２・１４・１６・１９ ９・１２・１４・１６ ９・１２ 12-D38×785 SD490 200 50×700×700 25×94 940×940 800 16-D22 21以上 30以下 296,000D16 @ 150
D13 @ 100 又は から注入する。（※１） 基礎柱450×450J450-19 ９・１２・１４・１６・１９・２２・（２５） ９・１２・１４・１６・１９ ９・１２・（１４）・（１６） 12-D41×870 SD490 205 55×720×720 28×100 940×940 800 16-D25 21以上 30以下 319,000D16 @ 150
D13 @ 100 又は

J450-22 ９・１２・１４・１６・１９・２２・２５ ９・１２・１４・１６・１９・２２ ９・１２・１４・１６・（１９） 12-D41×870 SD490 205 60×750×750 28×100 980×980 800 20-D25 21以上 30以下 339,000D16 @ 150 シュート形状
D13 @ 100 又は

1,020×1,020J500-19 ９・１２・１４・１６・１９・２２・（２５） ９・１２・１４・１６・１９ ９・１２・１４・１６ 12-D41×870 SD490 205 60×790×790 28×100 800 20-D25 21以上 30以下 422,000D16 @ 150
500×500

D16 @ 1001,050×1,050J500-22 ９・１２・１４・１６・１９・２２・２５ ９・１２・１４・１６・１９・２２ ９・１２・１４・１６・（１９） 12-D41×970 SD490 215 65×840×840 28×100 850 24-D25 21以上 30以下 427,000

D16 @ 1001,100×1,100 24以上 30以下J550-19 ９・１２・１４・１６・１９・２２・（２５） ９・１２・１４・１６・１９ ９・１２・（１４）・（１６） 12-D41×970 SD490 215 65×880×880 28×100 850 24-D25 537,000 認定した有資格者が行う。550×550
D16 @ 100 24以上 30以下1,150×1,150J550-22 ９・１２・１４・１６・１９・２２・２５ ９・１２・１４・１６・１９・２２ ９・１２・１４・１６・（１９） 12-D41×970 SD490 215 70×950×950 28×100 850 24-D25 557,000

a a

c c

ルート間隔 ルート面 開先角度柱部材の適用
種　類 図 溶接姿勢
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一級建築士登録　　第224598号　

構造設計一級建築士　第5719号　額谷 浩史【参考図】
訂　正 設計年月日 設　計 検　図 図面番号工事名称

S-07図面名称製　図 検　印 縮　尺
　－  (A1)既製柱脚固定金物　柱脚工法設計施工標準図
　－  (A3)

※１；現場施工及び施工管理は、施工技術委員会が
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例）Fc18 SD295の場合、４５Ｄ以上

板厚 １.０ １.２ １.６

Ｑa (Ｎ)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 □ＦＰ１２０ＦＬ－０１２７

7,350(SPW)
4,9004,000

6,860(APW) ※開口補強の詳細は、合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」
（Ⅰ）合成スラブの設計　４．合成スラブの開口補強方法　を参照する。

※配筋のスペーサーは鉄線またはセメントブロックとし、間隔は１．０ｍ以下とする。

※最小長さはデッキ高さ＋３０ｍｍ以上とする。

耐火仕様②合成スラブ設計・施工標準

24

600

設　　　　　　計

標　　準　　納　　ま　　り

施
　
　
　
　
工

[耐火認定FP060FL-0099,0100,0101,0102,0126,FP120FL-0127用]耐火補強筋不要仕様

スラブの配筋

支持梁:鉄骨梁

Ｆ部Ｅ部 Ｇ部 QLデッキ端部

Ｂ部 Ｂ部 Ｄ部 Ｄ部

Ａ部 Ｃ部Ａ部 Ｂ部

表　面　処　理

敷込み仮止め溶接

墨　出　し

施工順序

QLデッキと梁との接合

デ ッ キ プ レ ー ト と 梁 と の 接 合敷　込　み

鉄骨梁の場合

焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］

デッキプレート種類　　 　　　 板厚(mm)

材料／デッキプレート ［ISO 9001認証取得］

ＱＬデッキ合成スラブの設計・施工は、(社)日本建築学会「各種合成構造設計指針・同解説」「鉄骨工事技術指針」「建築工事標準仕様書・同解説 JASS5鉄筋コンクリート工事及びJASS6鉄骨工事」、

(社)日本鉄鋼連盟「デッキプレート床構造設計・施工規準-2004」、ＱＬデッキ設計マニュアル・同施工マニュアルによる。

○共通事項

耐　火　仕　様

コンクリート打設

ひび割れ防止筋敷込み

検　　査

自動焼抜き栓溶接［Ａ.Ｐ.Ｗ］

検　　　　査 特記事項：

柱廻りの補強例

大梁上の補強例
(参考)ひび割れ拡大防止のための留意事項

[1]設計上の留意点

[2]施工上の留意点

□その他(　　　　　　　　　　　　　)　□無し

□1.0

□1.6□ＱＬ９９-７５ □無し

端部加工

【ＱＬ９９－５０】
□認定番号[ＦＰ０６０ＦＬ-０１００ (床１時間耐火)]

□認定番号[ＦＰ０６０ＦＬ-０１０１ (床１時間耐火)]

□認定番号[ＦＰ０６０ＦＬ-０１２６ (床１時間耐火)]

【ＱＬ９９－７５】
□認定番号 [ＦＰ０６０ＦＬ-０１０２ (床１時間耐火)]

□認定番号 [ ＦＰ０６０ＦＬ-００９９ (床１時間耐火)]

□認定番号 [ ＦＰ１２０ＦＬ-０１２７ (床２時間耐火)]

開口部補強案

３）ｗ＞600mmの場合

２）ｗ:600mm以下  Ｌ:900mm程度以下

１）開口がφ150mm程度の場合

アクセサリー

 その他：

特　　　記

 □（　　　　　　　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　　　　　　　）

 □（　　　　　　　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　　　　　　　）

そ　　の　　他
 □指定なし

支 保 工 有 無

ＱＬ９９－５０　　　　　　　　　　　　ＱＬ９９－７５

 □ＦＰ０６０ＦＬ－０１００            □ＦＰ０６０ＦＬ－０１０２
 □ＦＰ０６０ＦＬ－０１０１            □ＦＰ０６０ＦＬ－００９９
 □ＦＰ０６０ＦＬ－０１２６

床１時間

床２時間

耐　　　火

　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　 　材　　質　　

 種  　　　     類
 設 計 基 準 強 度

材料／コンクリート

 厚さ(QLデッキ山上)

 ■普通コンクリート

材料／溶接金網・異形鉄筋

　□Ｄ１０-＠２００　　　□（　　　　　　　　　） □ 異 形 鉄 筋

□（　　　　　　　　　　）

□頭付きスタッド

接　　　合

□打込み鋲

　下記焼抜き栓溶接の項による

 各長さ・ピッチは特記による □φ１３　□φ１６　□φ１９　□φ２２

　接合箇所は特記による

□そ　　の　　他

*1 現場搬入までの一次防錆（ＪＩＳ Ｋ ５６２１ ２種または３種相当）
*2 板厚１.２ｍｍ,１.６ｍｍに限る

□裏面防錆処理(一次塗装)   ＱＬプライマー(P)

□JFEｴｺｶﾞﾙ(高耐食溶融めっき鋼板)[□Y18 □Y27]

デッキプレートスパン方向

デッキプレート幅方向
ＱＬ９９-７５ＱＬ９９-５０

焼抜き栓溶接

Ａw ＝（　　　　）mm

□

■ＱＬ９９-５０ ■ｴﾝｸﾛ有り ■1.2
■亜鉛めっき　　 　　　　       [■Z12 □Z27]

 □６０　□７０　■８０　□８５　□９０　□９５　□１００　□（　　　）

 ■ 溶 接 金 網
■φ６-１５０×１５０　□φ６-１００×１００

■焼抜き栓溶接

 ■ 無    □ 有 

 □１８　　　　　□２１　　　　　■（　　　）Ｎ／ｍｍ

B)開口間隔＜３×開口径

開口補強筋Ｄ１３

開口補強筋Ｄ１０

耐力補強筋 ２）に準ず

C)開口が連続している場合

連続する開口の開口群(仮想開口)とみなし、その開口
部の大きさにより、2)又は3)に準じて補強を行う

Ｌ

ｗ

仮想開口

図中※１は、梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合のみ適用。

コンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍになるようレベル保持し、全面に配筋する。

外
周

部
大

梁

Ｃ

２スパン

小
梁

２スパン

Ｄ Ｆ

Ｅ

Ｂ

１スパン

２スパン

Ｇ外周部大梁

開口部

Ａ

Ｂ

Ａ：外周梁（デッキスパン方向）

Ｃ：外周梁（デッキ幅方向）

Ｅ：梁継手（デッキスパン方向）

Ｆ：　〃　（デッキ幅方向）

Ｇ：柱廻り

　　※２ 溶接方法等は別途検討が必要。(合成スラブ工業会Ｑ＆Ａ参照)

Ｂ：内部梁（　　　 〃 　　　）

Ｄ：内部梁（　　 〃 　　）

※ 1

φ４－１３　＠６００以下

柱

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

この部分の小口は塞がない！

 梁継手部 QLデッキスパン方向  梁継手部 QLデッキ幅方向

現場切断（QLデッキ）

焼抜き栓溶接又は打込み鋲

梁耐火被覆
QLデッキ受材FB65×6等
(APWの場合 FB65×9等)

クローサー すみ肉溶接又はドリルねじ

焼抜き栓溶接又は打込み鋲

（フラッシング）現場切断 梁

柱廻りQLデッキ切欠き

QLデッキ受材

クローサー

 柱廻り  小口塞ぎ

※ 2

※ 1

※ 1

※ 1※ 1

５０ｍｍ以上

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

梁耐火被覆用面戸

ＱＬデッキ

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

コンクリート

溶接金網又は異形鉄筋

梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

 梁との間に隙間がある場合

梁耐火被覆

ＱＬデッキ50    以上ｍｍ

フラッシング

 QLデッキを離した場合 QLデッキを離した場合  QLデッキを連続にした場合

ＱＬデッキ
クローサー

梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

φ４－１３　＠６００以下

すみ肉溶接
又はドリルねじ

200 mm 以下

※ 1

※ 1
梁耐火被覆

又は打込み鋲

壁
コンクリート クローサー

溶接金網又は異形鉄筋

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

 外周梁 QLデッキスパン方向１  外周梁 QLデッキスパン方向２  外周梁 QLデッキ幅方向  QLデッキを突き合わせた場合

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド

梁耐火被覆

ＱＬデッキ

壁

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

コンクリート

溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋

梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、
頭付きスタッド又は打込み鋲

５０ｍｍ以上
５０ｍｍ以上

３０ｍｍ以上)
(頭付きスタッドの場合

※ 1

梁耐火被覆

※ 1

ＱＬデッキ

１）頭付きスタッド
２）打込み鋲
３）焼抜き栓溶接

 １)墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ

　　ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚

　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。

 ２)各大梁上にデッキプレートの溝部が乗る

　　ように敷込む。

　　デッキプレート幅方向のかかり代は、

　　５０ｍｍ以上あることを確認する。

 　（頭付きスタッドの場合は３０ｍｍ以上）

 ３)デッキプレート長手方向の大梁のかかり

　　代は、５０ｍｍ以上あることを確認する。

（３）標準溶接条件：下表

押し込み・溶着

整　　形

アーク発生１

２

手　　順　・　要　　領工　　程

QLデッキ焼抜き

３

４

溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度

アーク手溶接

（１）溶接機

（２）溶接棒

交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上

JIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒で
棒径４mmφのもの

（３）標準溶接条件
梁フランジ板厚：６mm以上
溶 接 電 流　 ：１９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ)

（４）溶接工の資格
JIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者

（５）手順・要領
右の１～４の順に行う。

　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。

２）打込み鋲

　　施工の仕様等については別途製造業者へご確認下さい。
　　施工は打込み鋲製造業者の施工要領による。

QLデッキを梁になじませ(隙間２mm以下)溶接棒を
QLデッキに垂直にしてアークを発生させる。

溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、
径10㎜弱で"の"の字を描いてQLデッキを焼抜く。

溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を
なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。

溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引き
上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。

QLデッキ板厚

１.２ｍｍ

１.６ｍｍ

梁フランジ板厚
６～９ｍｍ未満

９ｍｍ以上

６～９ｍｍ未満

９ｍｍ以上

１）頭付きスタッド
　　施工は、JASS6「鉄骨工事」による。

支持梁：鉄骨梁、コンクリート：設計基準強度18～36 N/mm の普通コンクリート2

耐火補強筋：不要
溶接金網[JIS G 3551]又は異形鉄筋[JIS G 3112, G 3117]　寸法は下表参照

　　第２接合ハ(4)焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装）
　　国土交通省告示第３２６号(平成14年4月16日制定)及び国土交通省告示第６０６号(平成19年6月20日改正)の
３）焼抜き栓溶接

　　合成スラブ工業会主催の「焼抜き栓溶接講習会」の受講が望ましい。

（１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ

（２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１.２ｍｍ
発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ

３００～３２０

電流（Ａ）

３００～３２０

３００～３２０

３００～３２０

注１.デッキプレート　板厚１.０ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７、裏面塗装
　２.ＣＯ2ガス流量：２０㍑／分以上

３４～３６

３３～３５

電圧（Ｖ）

３３～３５

３４～３６ ３.５～４.５×１度打ち

３.０～４.０×２度打ち

３.０～４.０×１度打ち

アークタイム（秒）

ＣＯ2アークスポット溶接

４.０～４.５×２度打ち

【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ.Ｐ.Ｗ）】
□事前検査

ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記1)または2)の方法で電流値をチェックする。
1) 検流計での計測
2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、
　　アーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０秒間溶接
　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３mmであること。

Ａ.Ｐ.Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。

□溶接後の外観検査

1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無
3) 標準余盛り径　SPW；18mm以上　A.P.W；25mm±3

ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。
□不良部の補修

Ａ.Ｐ.Ｗの場合：重ね溶接して補修する。
　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。

【そ　の　他】

(直交側開口補強筋Ｄ１３)

コンクリート硬化後、QLデッキを切断

補強筋D10@200

400mm以上

柱

400mm以上ひび割れ

ＱＬデッキ

ひび割れ

10
0m
m

柱

補強筋(D13)

40
d

      頭付きスタッド使用の場合にも、デッキプレート各溝全てをアークスポット溶接
      するのが望ましい。

    4)デッキプレートは各溝で梁に接合すること。
      (コンクリート厚さをＱＬデッキ山上から 80～90ｍｍと厚くする。)
    3)スパンとスラブ厚さの比を小さくし、配筋量を大きくする。
    2)ひび割れ拡大防止のため補強筋を設ける。(右図補強例参照)
    1)小梁の剛性を大きくする。

    1)水セメント比を小さくする。

    2)溶接金網の位置－かぶり厚さ30mm－を確保する。(補強筋は溶接金網より下に配筋する)
    3)コンクリート打込み後１週間は載荷作業を行わない。歩行程度は可。
    4)打込み後初期には散水や養生シート等で湿潤養生を行う。
      直射日光が当たる屋上は、散水養生は必須。
    5)打込み後４～７日間はスラブに振動や荷重を加えないようにし、充分な養生期間を設ける。

    　 [例] 単位水量　175リットル/ｍ 以下
       　　 ベースコンクリートスランプ　10cm 　スランプ 15cm
       　　 高性能ＡＥ減水剤

3

コンクリート厚さ

３
０

ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理） ５０

鉄骨梁

普通コンクリート

５０

支持スパン

※ 注 ２

コンクリート厚さ
ＱＬデッキ高さ

梁の耐火被覆
ＱＬデッキ

支持スパン

梁との接合(注1参照)＠300以下

スペーサー(鉄線またはセメントブロック)
間隔1,000以下

梁との接合(径)

焼抜き栓溶接(φ18以上)
打込み鋲(φ4.5)

頭付きスタッド(φ13以上)

支持形式

単純支持
連続支持

支持スパン

2,700mm 以下

コンクリート厚さ

80mm 以上

許容積載荷重

5,400Ｎ/m 以下
2 線径6mm以上-150×150mm以下

D10以上-200×200mm以下

支持形式

単純支持
連続支持

支持形式

単純支持
連続支持

支持スパン コンクリート厚さ

3,000mm 以下 80mm 以上

2,700mm 以下 80mm 以上

支持スパン

許容積載荷重

3,500Ｎ/m 以下
2

許容積載荷重

7,000Ｎ/m 以下
2

梁との接合(径)

焼抜き栓溶接(φ18以上)
打込み鋲(φ4.5)

頭付きスタッド(φ13以上)

梁との接合(径)

頭付きスタッド(φ16以上)

線径6mm以上-150×150mm以下
D10以上-200×200mm以下

線径6mm以上-150×150mm以下
D10以上-200×200mm以下

デッキプレート品名

ＱＬ９９-５０-１０
ＱＬ９９-５０-１２
ＱＬ９９-５０-１６

デッキプレート品名

ＱＬ９９-５０-１０
ＱＬ９９-５０-１２
ＱＬ９９-５０-１６

デッキプレート品名

ＱＬ９９-５０-１０
ＱＬ９９-５０-１２
ＱＬ９９-５０-１６

溶接金網または異形鉄筋

溶接金網または異形鉄筋

溶接金網または異形鉄筋

溶接金網（線径６以上－１５０×１５０以下）
または異形鉄筋（Ｄ１０以上、２００×２００以下）（床全面敷設）

注3）許容積載荷重は、床にかかる全荷重(仕上げ荷重も含む)から床荷重(デッキプレート+コンクリート+鉄筋)を差し引いた値を示す。

注2）梁の耐火被覆  梁に所定の耐火性能を要求される場合は、それらに応じて適切な耐火被覆を施す。（本認定仕様外）

注1）梁との接合間隔は、焼抜き栓溶接・打込み鋲・頭付きスタッド共に、デッキ溝と直交する場合300mm以下、平行方向は600mm以下とする｡

３
０

ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）

スペーサー(鉄線またはセメントブロック)
間隔1,000以下

５０

鉄骨梁

５０
※ 注 ２ＱＬデッキ

梁の耐火被覆 梁との接合(注1参照)＠300以下

支持スパン支持スパン

コンクリート厚さ

ＱＬデッキ高さ

普通コンクリート溶接金網（線径６以上－１５０×１５０以下または線径６以上－１００×１００以下）

梁との接合(径)

梁との接合(径)

焼抜き栓溶接(φ18以上)
頭付きスタッド(φ13以上)

頭付きスタッド
(φ16以上)

梁との接合(径)

焼抜き栓溶接(φ18以上)
頭付きスタッド(φ13以上)

ＱＬ９９-７５-１２
ＱＬ９９-７５-１６

デッキプレート品名

ＱＬ９９-７５-１２
ＱＬ９９-７５-１６

デッキプレート品名

ＱＬ９９-７５-１０
ＱＬ９９-７５-１２
ＱＬ９９-７５-１６

支持形式

単純支持
連続支持

支持形式

単純支持
連続支持

支持形式

単純支持
連続支持

コンクリート厚さ

80mm 以上

コンクリート厚さ

80～100mm

コンクリート厚さ

90mm 以上

支持スパン

3,000mm 以下

3,400mm 以下

支持スパン

2,500mm 以下

支持スパン

許容積載荷重

許容積載荷重

許容積載荷重

5,400Ｎ/m 以下
2

3,500Ｎ/m 以下
2

6,000Ｎ/m 以下
2

線径6mm以上-150×150mm以下
D10以上-200×200mm以下

線径6mm以上-150×150mm以下
D10以上-200×200mm以下

D10以上-200×200mm以下
線径6mm以上-100×100mm以下

デッキプレート品名

ＱＬ９９-７５-１０

ＱＬ９９-７５-１０

溶接金網または異形鉄筋

溶接金網または異形鉄筋

溶接金網または異形鉄筋

または異形鉄筋（Ｄ１０以上、２００×２００以下）（床全面敷設）

異形鉄筋Ｄ１０-＠２００以下

３
０

Ｌ2

異形鉄筋の重ね代Ｌ2：JASS 5による

横筋

Ｌ1

３
０

ＱＬデッキ

溶接金網

（線径６-１５０×１５０の場合２００ｍｍ以上、線径６-１００×１００の場合１５０ｍｍ以上）

溶接金網の重ね代Ｌ1：１メッシュと５０ｍｍ以上、且つ１５０ｍｍ以上

A)開口間隔≧３×開口径

開口補強筋Ｄ１０

ｗ 開口補強筋Ｄ１０

開口部

ｗ

≧４０･Ｄ

Ｌ
部
開口

耐力補強筋 開口補強筋Ｄ１０

開口補強筋Ｄ１３

コンクリート箱抜き

ｆt×ｊ
Ｍ

耐力補強筋ａt

Ｍ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメント

※ 3

※3 耐力補強筋 所要断面積ａt＝

開口部

Ｌ

ｗ

小梁補強

小梁で補強し、開口部周辺に開口補強筋を配筋（Ｄ10以上）

ＱＬデッキの小口ふさぎ用 梁の耐火被覆用面戸

フラッシング

13
.5

Ｗ（１００～２５０） ２５

定尺2.4ｍ、ｔ＝1.2ｍｍまたは1.6ｍｍ
ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる。

４
０

天井インサート用金具
（ＱＬデッキ下溝を利用して取付）

１８５

２
８

ハンガー金具クローサー

上欄内の採用項目に ﾚ を記して下さい。

ｍｍ

2

 ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７

 ＪＩＳ Ｇ ３５５１

JIS B 1198

*1

*2

*2

（注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要です｡

１.５Ｑa
D

「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。

Ａw ＝　　　　　　×１０００ｍｍ かつ６００ｍｍ 以下Ｑ

DＱ ：設計最大せん断力(Ｎ/m)

Ａw：焼抜き栓溶接ピッチ

Ｑa：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ）

Ａw焼抜き栓溶接

大梁

小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接） 小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）

大梁上大梁上

　　　　日本ヒルティ(株)

(1)ＱＬデッキ相互の嵌合状況　(2)ひび割れ拡大防止筋の敷込み状況　(3)開口部の補強状況
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訂 正 設計年月日 設 計 検 図

製 図 検 印

工事名称

図面名称

図面番号

縮 尺

杭伏図
1:200 (A3)
1:100 (A1)長野市稲葉2561番地 1級建築士事務所長野県知事登録（長野）Ｎ第43023号

1級建築士大臣登録 第256147号 中澤 日出

国補 朝陽小学校屋内運動場改築外建築主体工事
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Ｙ

EXP.J EXP.J
多目的ホール棟 屋内運動場 屋内運動場 渡り廊下

渡り廊下 南校舎
EXP.J

多目的ホール棟 屋内運動場 屋内運動場 渡り廊下
EXP.J EXP.J

Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 Y6 Y7 Y8 Y9 Y10 Y10a Y11 Y13

X1

X2

X3

X4 X4

既X5
X4a

X5 X5 既X6

X6 X6

X6a

X7 X7

X7b

X8 X8

Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 Y6 Y7 Y8 Y9 Y10 Y11 Y12 Y13 Y14 Y15 Y0

杭芯 杭芯 杭芯 杭芯

杭
芯

杭
芯

杭
芯

杭芯 杭芯 杭芯 杭芯

杭天端＝設計GL-1,450

杭長 20.0m

杭先端レベル＝設計GL-21,450

杭天端＝設計GL-250

杭長 20.0m

杭先端レベル＝設計GL-20,250

● 共 通 事 項

1/100杭伏図

特記なき限り下記による

１. 設計GL＝1FL-700

２. 杭天端＝設計GL-1,300

３. 杭長 20.0m

４．杭先端レベル＝設計GL-21,300

５．杭の施工誤差については杭施工後に安全性の検討をする

試験杭

６．試験杭位置（4箇所）の変更については監理者と協議の上決定する

杭頭補強筋

杭頭補強筋

杭頭補強筋

●屋内運動場

杭符号 杭長 下 杭 長期支持力上 杭

P1 20m φ300 高支持力杭[D13,PRC8m] 10m（DAM105同等） 3045 高支持力杭［A種］10m（BF85同等） 550kN 6-D22

P2 20m φ400 高支持力杭[D16,PRC8m] 10m（DAM105同等） 4055 高支持力杭［A種］10m（BF85同等） 770kN 7-D22

P3 φ400 高支持力杭[D19,PRC8m] 10m（DAM105同等） 4055 高支持力杭［A種］10m（BF85同等） 770kN 7-D22

P4 20m φ500 高支持力杭[D13,PRC8m] 10m（DAM105同等） 5065 高支持力杭［A種］10m（BF85同等） 1,000kN 9-D25

●多目的ホール

杭符号 杭長 下 杭 長期支持力上 杭

P101 20m φ300 高支持力杭[D16,PRC8m] 10m（DAM105同等） 3045 高支持力杭［A種］10m（BF85同等） 550kN 6-D22

P102 20m φ400 高支持力杭[D13,PRC8m] 10m（DAM105同等） 4055 高支持力杭［A種］10m（BF85同等） 770kN 7-D22

P103 20m φ400 高支持力杭[D22,PRC8m] 10m（DAM105同等） 4055 高支持力杭［A種］10m（BF85同等） 770kN 7-D22

P104 20m φ500 高支持力杭[D13,PRC8m] 10m（DAM105同等） 5065 高支持力杭［A種］10m（BF85同等） 1,000kN 9-D25

●渡り廊下

杭工法 プレボーリング根固め工法（ＢＦＫ工法（TYPE1））同等工法

杭符号 杭長 上 杭 下 杭 長期支持力

P201 20m 300kN 6-D13φ300-3045 高支持力杭［B種］10m（BF85同等） φ300-3045 高支持力杭［A種］10m（BF85同等）

※1 杭の継手は無溶接継手とする

本数

16

14

49

本数

9

2

本数

6

1

1

1

総本数

総本数

ー

ー

ー

ー

ー

1

試験杭

試験杭

試験杭

杭芯 杭芯

杭
芯

杭
芯

杭芯 杭芯

試験杭

試験杭

試験杭

※2 杭頭補強筋は機械式杭頭接合工法とする

杭工法 プレボーリング拡大根固め工法（Hybridニーディング工法（標準型））同等工法α=336

杭工法 プレボーリング拡大根固め工法（Hybridニーディング工法（標準型））同等工法α=336

25

17

2

杭
芯

P101
8

6

道路境界線

道路境界線
道
路
境
界
線

道
路

境
界

線

※杭頭補強筋の定着長さ D22：565ｍｍ、D25：640ｍｍ

※杭頭補強筋の定着長さ D22：565ｍｍ、D25：640ｍｍ
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ピット範囲

土間コンクリート

● 屋 内 運 動 場● 多 目 的 ホ ー ル

特記なき限り下記による特記なき限り下記による

スラブ符号は S1 とする１. スラブ符号は S101 とする

２. スラブ天端＝1FL±0

地中梁天端＝設計GL±0３. 地中梁天端＝設計GL-250

基礎底＝設計GL-1,500４. 基礎底＝設計GL-1,650

ピット範囲

● 渡 り 廊 下

特記なき限り下記による

１. スラブ天端＝1FL±0（設計GL+700）

２. 地中梁天端＝設計GL+450

３. 基礎底＝設計GL-450
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● 共 通 事 項

1/100基礎・１ 階床伏図

特記なき限り下記による

１. 通芯＝柱芯とする

２. 1FL=設計GL+700

３. ( )内数値は設計GLよりの地中梁天端レベルを示す

４． 内数値は1FLよりのスラブ天端レベルを示す

５．壁符号は W15 とする

６． 印は増打を示す

７． 印は人通口（600φ）を示す

釜場
600x600x600h

600x600
床下点検口

CF
B1

0
1

ピットスラブレベル GL-1,150

ピットスラブ符号 FS101

ピットスラブレベル GL-1,000

ピットスラブ符号 FS1

<基礎底:GL-1,750> <基礎底:GL-1,750>

※人通孔・点検口・スリーブ位置は設備図による
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特記なき限り下記による

１. 通芯＝柱芯とする

２. (　　)内数値はRSLよりの大梁天端レベルを示す

３. 　　　内数値はRSLよりのスラブ天端レベルを示す

４. 　　　印は小梁JOINT位置を示す

６. 大梁JOINT位置は柱芯から800

水平ブレースは　V11　とする

G1はピン接合とする

大梁JOINT位置は柱芯から1000

大梁天端＝屋内運動場水下±0

水平ブレースは、V13とする
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）

杭
芯

基
礎

主
筋

 
8-

D1
3

基礎主筋 8-D13

2
0
d

20d

1
,2

5
0

Ｙ

Ｘ

62
5

（はかま筋　D13@300）

1,250

625

62
5

625

杭
芯

杭芯

（
は

か
ま

筋
　

D1
3@

3
00

）

杭
芯

（
は

か
ま

筋
　

D1
3@

3
00

）

杭芯

375

37
5

375

750

（はかま筋　D13@300）

3
75

75
0

Ｘ

Ｙ
20d

20
d

基礎主筋 6-D13

基
礎

主
筋

 
6-

D1
3

2
,0

0
0

1
,0

0
0

1
,
00

0

柱
芯

1,000

500500

杭芯

●多目的ホール

基礎底

5
0

基
礎

筋
立

上

杭天端

2
0d

余長8d

余長15d

2
00 基礎底

5
0

基
礎

筋
立

上

杭天端

2
0d

余長15d

余長8d

2
00

F101 F101A

2
00

余長15d

余長8d

基
礎

筋
立

上

杭天端

2
0d

5
0 基礎底

2
00

余長15d

余長8d

基
礎

筋
立

上

杭天端

2
0d

5
0 基礎底

2
00

8-D13（基礎主筋）

余長15d

余長8d

杭天端

2
0d

基
礎

筋
立

上

5
0 基礎底基礎底

5
0

基
礎

筋
立

上

杭天端

2
0d

余長8d

余長15d

2
00

F102 F102A F103 F104

1,
0
50

D13@300(はかま筋)

1,
0
50

D13@300(はかま筋) D13@300(はかま筋)

1,
0
50

D13@300(はかま筋)

1,
0
50

1,
0
50

1,
0
50

D13@300(はかま筋) D13@300(はかま筋)

杭頭補強筋 杭頭補強筋 杭頭補強筋 杭頭補強筋 杭頭補強筋杭頭補強筋
D13@300 D13@300 D13@300 D13@300 D13@300 D13@300

5-D16（基礎主筋）5-D13（基礎主筋） 6-D13（基礎主筋） 11-D16（基礎主筋）
 6-D16（基礎主筋）

F101B

杭
芯

（
は

か
ま

筋
　

D1
3
@3

00
）

杭芯

（はかま筋　D13@300）

Ｘ

Ｙ （
は

か
ま

筋
　

D1
3
@3

00
）

杭芯

杭
芯

（はかま筋　D13@300）

Ｘ

Ｙ

2
0d

20d

1
,0

0
0

Ｙ

Ｘ

5
0
0

（はかま筋　D13@300）

1,000

500

5
00

500

杭芯

（
は

か
ま

筋
　

D1
3
@3

00
）

杭
芯

（
は

か
ま

筋
　

D1
3@

3
00

）

5
0
0

1
,0

0
0

杭
芯

20d
Ｙ

（はかま筋　D13@300）

2
0d

5
00

杭
芯

基
礎

主
筋

 8
-
D1

3

基礎主筋 8-D13

2
0d

20d

1
,2

5
0

62
5

（はかま筋　D13@300）

62
5

杭
芯

（
は

か
ま

筋
　

D1
3
@3

00
）

Ｘ

杭
芯

杭芯

375

3
75

375

750

2
0
d

（はかま筋　D13@300）

Ｘ

Ｙ
20d

杭
芯

3
7
5

75
0

（
は

か
ま

筋
　

D1
3@

3
00

）

杭
芯

基
礎

主
筋

 7
-
D1

3
（

は
か

ま
筋

　
D1

3
@3

00
）

70
0 20

d

基礎主筋 7-D13

（はかま筋　D13@300）

Ｙ

Ｘ

7
00

20d

1
,4

0
0

基
礎

主
筋

 5
-
D1

3

基礎主筋 5-D13 基礎主筋 5-D13

基
礎

主
筋

 5
-
D1

3

基礎主筋 5-D16

基
礎

主
筋

 9
-
D1

6

基礎主筋 6-D13

基
礎

主
筋

 6
-
D1

3

基礎主筋 6-D16

基
礎

主
筋

 
11

-D
1
6

2
,0

0
0

1
,5

0
0 柱

芯

1
,0

00
1
,
00

07
50

7
5
0

柱
芯

1,000

500500

杭芯

1,400

700700

杭芯

1,250

625625

杭芯

1
,
50

0

3
00

1,
3
00

設計GL

1
,
50

0

3
00

1,
3
00

1,
3
00

3
00

1
,
50

0

1,
3
00

1
,
50

0

1,
3
00

3
00

1
,
50

0

1,
3
00

3
00

1
,
50

0

20
0

D13@300(はかま筋)

設計GL

4
5
0 25
08
0
0

70
0

1FL

35
0

P201

1,
6
50

1
,4

5
0

1,
6
50

1
,4

5
0

1
,4

5
0

1,
6
50

1
,4

5
0

1,
6
50

1
,4

5
0

1,
6
50

1,
6
50

1
,4

5
0

設計GL

6
00

6
00

6
00

6
00

6
00

6
00

D13@300(はかま筋)

杭頭補強筋

3
00

9-D16（基礎主筋）P101 P101 P101 P102 P102 P104
P103

1
,7

5
0

1
,4

5
0

1
,4

5
0

3
0
0

基礎底

5
0

基
礎

筋
立

上
2
0d

杭天端

余長8d

余長15d

D13@300

3
0d

S-20

Ｙ

Ｘ

コーナー縦筋:D13@200(L型フック)

135°フック余長6d以上

7-D13
（基礎主筋）

外フープ:□-D13@100

外フープ:□-D13@100

内フープ:2x□-D13

内フープ:2x□-D13

（束ね又は２重巻き）

（束ね又は２重巻き）

縦筋:D13@200（L型フック）

縦筋:D13@200（L型フック）

杭側面

杭
側

補
強

縦
筋

立
上

25
d

40以上

60

1
10

60

1
10

1
10

60

1
10

60

1
10

60

1
10

60

6
01
10

60

1
10

60

1
10

1
10

60

1
10

60

1
10

6060

1
10

6
011

0
長野市稲葉2561番地　1級建築士事務所長野県知事登録（長野）Ｎ第43023号

1級建築士大臣登録　第256147号　　中澤　日出

450

D13@300

余長15d

余長8d

450

20d

900

450

5-D13（基礎主筋）

4
5
0

2
0
d

4
50

20d

90
0

450

900

450 450

20d

900

4
5
0

2
0
d

4
50

90
0

600

20d

600

1,200

D13@300

2
0
d

6
00

60
0

1
,2

0
0
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5
0

50

●屋内運動場

地中梁リスト ****

3 3 3 3 3 3

1 3 3 3

3
3 3 3 3 3 3

400× 1,200 400× 1,200 400× 1,200 400× 1,200

4-D25 6-D25 6-D25 6- D2 5 3-D22

3-D25 6-D 25 3-D25 3- D2 5 3-D22

-D13 @2 00 -D13@200 -D13@200 - D13@20 0

6-D1 3 6-D13 6-D13 6- D1 3

●多目的ホール

地中梁リスト

3 3 3 3 3
1 2 1

2
3 3 3 3 3

400× 1,100 400× 1,100

4-D2 5 3-D25 5- D2 5 3-D25 4 -D 25

3-D2 5 3-D25 5- D2 5 3-D25 3 -D 25

-D13 @2 00 -D1 3@ 20 0

6-D1 3 6-D1 3

300× 600 300× 600

2-D2 2 2-D22

2-D2 2 2-D22

-D10 @2 00 -D10@200

2-D1 0 2-D10

Ｄ

Ｂ

Ｄ

Ｂ

1/50 巾止め筋 D10@1,000特記なき限り下記による １. ２.

符 号 FG1 FG2 FG2A FG3

位 置 全　断　面 全　断　面 X1,X7通　端 中　　央 X2,X6通　端 全　断　面

断 面

Ｂ × Ｄ

上 端 筋

下 端 筋

スターラップ

腹 筋

備　　　　考

符 号

位 置

断 面

Ｂ × Ｄ

上 端 筋

下 端 筋

スターラップ

腹 筋

備　　　　考

1/50 巾止め筋 D10@1,000特記なき限り下記による １.

符 号 FG101 FG101A

位 置 端　　部 中　　央 X2,X5通　端 中　　央 X3,X4通　端

断 面

Ｂ × Ｄ

上 端 筋

下 端 筋

スターラップ

腹 筋

Ｂ × Ｄ

上 端 筋

下 端 筋

スターラップ

腹 筋

備　　　　考

構造担当者

一級建築士登録　　第224598号　

構造設計一級建築士　第5719号　額谷 浩史

訂　正 設計年月日 設　計 検　図 図面番号工事名称

図面名称製　図 検　印 縮　尺
1:50  (A1)地中梁リスト
1:100 (A3)

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3
1 2 22

3

2 2 2
3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

400× 1,100 400× 1, 100 400× 1,100 400× 1, 100 300× 600 400× 1,100 40 0× 1,100

4-D25 3-D25 5-D25 3-D25 5-D2 5 5-D25 3- D25 3-D22 3-D25 3- D2 5

3 -D25 3-D25 5-D25 3-D25 5-D2 5 3-D25 5-D25 3- D25 3-D22 3-D25 3- D2 5

-D13@200 -D 13 @200 -D1 3@20 0 -D13 @2 00 -D1 3@200 -D13@200 - D13@200

6- D1 3 6-D13 6- D13 6-D1 3 6- D13 6 -D 13 6-D13

FG111 FG111A FG111B FG112 FB101 FB102 CFB101

端　　部 中　　央 中　　央 全　断　面 全　断　面 中　　央 全　断　面 全　断　面 全　断　面

3 3

3-D2 5

3-D2 5

-D 13 @200

端　　部 中　　央

FG101B

400× 950

3 3

4-D13

400× 1,100

-D13 @200

FG112A

端　　部 端　　部

3
2

2
3

400× 1,100

5-D25

5-D25

-D13@200

6-D13

FG112B

全　断　面

3

-D13@200

全　断　面

3
2

3

400× 1,100

5-D25

-D13 @200

6-D13

CFG101

全　断　面

FG112C

400× 950

3

3-D25

3-D2 5

3-D2 5

4-D1 3

S-21

　　　　内数値は柱面からの端部筋長を示す

5
0

●渡り廊下

地中梁リスト

2 2

2 2

Ｄ

Ｂ

1/50

符 号 FG201 FG211

位 置 全　断　面 全　断　面

巾止め筋 D10@1,000１.

特記なき限り下記による

断 面

備　　　　考

梁成(梁主筋レベル)が同じ場合の配筋要領

X方向梁
Y方向上端筋

X方向上端筋

X方向下端筋

Y方向下端筋 Y方向梁

二段筋の鉄筋間隔　凡例図大梁のカットオフ及び端部筋長について

特記無き限り

余長は端部   15d

   　 中央部 20dとする

寸法が表記されている箇所については

右図に準じた端部筋長とする

 o/4 15d 15d  o/4

20d 20d

柱面 柱面
端部筋長 端部筋長

(上端筋)
2,600

　　　2段筋保持方法

保持方法は既製品のＳ字金物又はD10とする。

　※dは鉄筋の呼び径、Dは最外径を示す。

A

主筋径　D25 　 66～70mm

鉄筋間隔　A（mm）

Ｓ字金物 鉄筋

1.
5d
+
D

1.
5d
+
D

Lo

1,000≦1,000≦ Lo-1,000

望ましい範囲

　　は梁貫通孔を設けることが望ましい範囲を示す。

ただし、連通管(150φ半割)は梁端部に設けてもよい。

地中梁貫通孔の位置

　　　　　　腹筋は柱内にL2定着

6-D13

D

D
/
3

D/
3

60

6
0

6
0

4 4 4 4 4 4 4 4 4
1 1 4 2 2 4

422 2
4 4 4 4 4 4 4 4 4

50 0× 1,200 500× 1,2 00 500× 1,200 50 0× 1,20 0

5- D2 5 5-D25 8-D25 4-D25 4- D2 5 6-D25 6 -D 25 4-D25 8-D2 5

4- D2 5 4- D25 6-D25 4-D25 4- D2 5 6-D25 6 -D 25 6-D25 8-D2 5

- D1 3@200 -D13@ 20 0 - D1 3@200 - D13@200

6- D1 3 6-D13 6 -D 13 6-D13

FG15 FG15A FG16 FG16A

Y10通　端 中　　央 Y11通　端 Y10通　端 中　　央 Y11通　端 端　　部 中　　央 全　断　面

2,200

2

3 3

2

2
3 3

400× 1,200

5-D2 5 3-D25

5-D2 5 3-D25

-D13 @2 00

6-D1 3

FG14

端　　部 中　　央

3 3 4 4 4 4 4 4 4 4
41 2 2 2 4

4
3 3 4 4 4 4 4 4 4 4

40 0× 1,200 400× 1,200 500× 1,200 500× 1,200 50 0× 1, 20 0 500× 1,2 00

4-D2 2 3-D25 4-D25 8-D 25 4 -D 25 4- D2 5 6- D22 6-D22 6- D22 8-D22

3-D2 2 3-D25 4-D25 8-D 25 4 -D 25 4- D2 5 4- D22 4-D22 4- D22 4-D22

-D13@150 -D13@200 -D13@ 200 -D13@2 00 - D13@200 -D1 3@ 200

6-D1 3 6-D13 6-D13 6 -D 13 6- D13 6- D13

FG4 FG11 FG12 FG12A FG13 FG13A

全　断　面 全　断　面 全　断　面 Y6通　端 中　　央 Y7通　端 全　断　面 Y9通　端 中　　央 Y10通　端

3

3

400× 1,20 0

-D 13 @200

6-D13

全　断　面

FG3A

X2通Y1-Y3間　ST:□-D13@150

3-D2 2

3-D2 2

5-D2 5

4-D2 5

1

2

4- D2 5

1

4 3 3

4

3
3

4

500× 1,200 500× 1, 200 350× 700 300× 600

3-D19

3-D19

-D13@200 -D13 @200 -D1 3@200

6- D1 3 6-D13 2-D 10 2-D1 0

CFG1 CFG11 FB1 FB2

全　断　面 全　断　面 全　断　面 全　断　面

8-D2 2

4- D2 2

8-D22

4-D22

4

4

4

4

4

500× 1,200

-D 13 @200

6-D13

FG1A

X6通端・中央 X7通端

4-D2 2

4- D2 2 4- D22

8-D2 2

4

4

4

長野市稲葉2561番地　1級建築士事務所長野県知事登録（長野）Ｎ第43023号
1級建築士大臣登録　第256147号　　中澤　日出

2

2.550

2,400

2,900

2,600

2,500

2,900

2,200

2,450 2,450

2,400 2,400

2,100

2,400 2,200 2,300 2,300

2,100

2,300

2,100

5-D22

3-D22

-D13@200

1

4-D22

3-D22
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●屋内運動場

柱リスト

□-350x350x12 □-350x350x12 □-300x300x12 ー

□-350x350x16 □-350x350x22 □-300x300x16 □-300x300x12

H-588x300x12x20 H-588x300x12x20

●渡り廊下

柱リスト

□-150x150x6

4-M36（SNR490）L＝720 4-M36（SNR490）L＝720

110×110×19 110×110×19

　-D13@100 　-D13@100 　-D13@100 　-D13@100 　-D13@100 　-D13@100 　-D13@100

150 350 150 150 350 150

2
5

2
5

7
5

7
5

2
00

3
00

2
00

3
00

75 752
5

2
5

31 588 31 31 588 31

符 号 Ｃ１ Ｃ２ Ｃ３ Ｃ４ Ｃ５ Ｃ５Ａ Ｃ６ 符　号 C101 C102 C103 C104

Ｒ  階

１ 階

２ 階
柱脚

備 考

鉄　　　　骨

備 考

鉄骨柱脚 符　号 C201

１  階

柱脚

ベースプレート 備 考

アンカーボルト

定　　着　　板

備 考

パネルゾーンフープ

パネルゾーンフープは下階と同鉄筋を使用し@100とする(Pw=0.2%以上を確保する)１. ４.A.BOLT材質はABR400とする

２.鉄骨材質はSN400Bとする ５.　　印は寄せ筋を示す
柱リスト　　　　　　1/30

特記なき限り下記による １.材質は BCR295 とする特記なき限り下記による ３.B.PL材質はSN400Bとする

Ｙ

Ｘ

特記なき限り下記による １.材質は BCR295 とする

Ｙ

Ｘ

構造担当者

一級建築士登録　　第224598号　

構造設計一級建築士　第5719号　額谷 浩史

訂　正 設計年月日 設　計 検　図 図面番号工事名称

図面名称製　図 検　印 縮　尺
1:30  (A1)柱リスト
1:60  (A3)

B.PL-32×350×650（SN400B) B.PL-32×350×650（SN400B)

Fc=24N/mm2

１階柱頭

Ｙ

Ｘ
Ｄ

Ｂ

5

7

5

7+2 5

5

5

5 5

5

16-D19

600x900 600x900 600x600 600x800 500x600

　-D13@100 　-D13@100 　-D13@100 　-D13@100 　-D13@100

Ｂ ｘ Ｄ

鉄 筋

フ ー プ

20-D19 20-D19 16-D19

600x600

　-D13@100

16-D19

600x900 600x900 600x600 600x800 500x600

　-D13@100 　-D13@100 　-D13@100 　-D13@100 　-D13@100

Ｂ ｘ Ｄ

鉄 筋

フ ー プ

20-D19 16-D19

600x600

　-D13@100

16-D19

備 考

Fc=24N/mm2

Ｙ

Ｘ

5

5１階柱脚 同　　上 同　　上 同　　上

16-D2220-D22

5

7+2

5

5

600x800

　-D13@100

600x800

　-D13@100

5

5

16-D22

5

5

同　　上

16-D19 16-D16

16-D16

保有耐力接合 保有耐力接合 保有耐力接合

回転剛性＝170000kN･m/rad 回転剛性＝96500kN･m/rad 回転剛性＝89600kN･m/rad

保有耐力接合

保有耐力接合

回転剛性＝149000kN･m/rad

回転剛性＝11000kN･m/rad

S-22

既製柱脚固定金物　J150-9

既製柱脚固定金物　J350-16 既製柱脚固定金物　J350-22 既製柱脚固定金物　J300-16 既製柱脚固定金物　J300-12

●多目的ホール

●屋内運動場

符 号

　-D13@100

Ｂ ｘ Ｄ

鉄 筋

フ ー プ

備 考

Fc=24N/mm2

Ｙ

Ｘ

１階柱脚

礎柱リスト　　　　　1/30

Ｆ１

600x600

4

4

符 号

　-D13@100

Ｂ ｘ Ｄ

鉄 筋

フ ー プ

備 考

Fc=24N/mm2

Ｙ

Ｘ

１階柱脚

礎柱リスト　　　　　1/30

●多目的ホール

Ｆ１０１

700x700

12-D19

12-D19

4

4

Ｄ

Ｂ

Ｄ

Ｂ

長野市稲葉2561番地　1級建築士事務所長野県知事登録（長野）Ｎ第43023号
1級建築士大臣登録　第256147号　　中澤　日出

座金溶接要領図

ボルト部

座金PL

座金

座金PLの全周を溶接する。

アンカーボルト

M36

座　金

φ66×12 PL-16×100×100

座金PL（脚長s=12）

※座金PLは、ボルト孔クリアランス0.5mmとした16mm以上

　の鋼板（SN400B）を下表の形状とし、ベースプレートに

　すみ肉溶接すること

C101、C102、C103、C104については、柱脚工法設計施工標準図参照

座金PLとBPLを溶接する 座金PLとBPLを溶接する

国補　朝陽小学校屋内運動場改築外建築主体工事



鉄骨大梁リスト 特記なき限り下記による １.材質は SN400B とする

G101 G101A G101B G102 G102A G102B G111 G112 G112A G112B符　号

H-244x175x7x11 H -2 44x175 x7 x11 ー H-244 x175x7x1 1 ー ー H-400x200x8x13 H-24 4x175x7 x1 1 H-244x17 5x 7x 11 ーＲ 階

H-350x175x7x11 H -3 40x250 x9 x14 H -3 40 x250x9 x14 H -350 x175x7x1 1 H-3 50 x175x7x11 H- 340x250x9x14 H-5 88 x300x12x20 H-35 0x175x7 x1 1 H-350x17 5x 7x 11 H- 340x250x9x14２ 階

片 側 ピ ン 接 合 片 側 ピ ン 接 合備 考

鉄骨大梁リスト 特記なき限り下記による １.材質は SN400B とする

G201 G211 CG201符　号

H-250x125 x6 x9 H-250x125x6x9Ｒ 階

備 考

●屋内運動場

****

3
2

3

●多目的ホール

●渡り廊下

４.
大梁リスト　　　  　1:30

特記なき限り下記による １.腹筋は2-D10とする ２.巾止筋はD10@1,000以内とする ３.鉄骨材質はSN400Bとする

符 号 Ｇ１ Ｇ２ Ｇ２Ａ Ｇ３

位 置 全　断　面 全　断　面 端　　部 中　　央 全　断　面

Ｒ 階

鉄　　　　骨 H-300x150x6.5x9

備 考

２ 階

Fc=24N/mm2

Ｂ ｘ Ｄ 400x600 400x600 400x600

上 端 筋 3-D22 3-D22 5-D22 3-D22 3-D22

下 端 筋 3-D22 3-D22 3-D22

鉄　　　　骨 ー ー ー ー

スターラップ 　-D13@200 　-D13@200 　-D13@200 　-D13@200

腹 筋

備 考

符 号 Ｇ１１ Ｇ１１Ａ

位 置 全　断　面

Ｒ 階

鉄　　　　骨 H-588x300x12x20

備 考

２ 階

Fc=24N/mm2

Ｂ ｘ Ｄ 400x600 400x600

上 端 筋 3-D22

下 端 筋 3-D22

鉄　　　　骨 ー ー

スターラップ 　-D13@200 　-D13@200

腹 筋

備 考

構造担当者

一級建築士登録　　第224598号　

構造設計一級建築士　第5719号　額谷 浩史

訂　正 設計年月日 設　計 検　図 図面番号工事名称

図面名称製　図 検　印 縮　尺
1:30  (A1)
1:60  (A3)

3

3

3-D22

3

3

Ｇ１１Ｂ

ー

　-D13@200

全　断　面 全　断　面

4 4 4 3
2 2 2

2

4 4 4 3

Ｇ１２ Ｇ１２Ａ Ｇ１３ Ｇ１３Ａ Ｇ１４

Y10通　端 中　　央 Y11通　端 Y10通　端 中　　央 Y11通　端 全　断　面 中　　央 全　断　面

H-588x300x12x20

500x600 500x600 400x600 450x600 ー

4-D22 4-D22 6-D22 4-D25 4-D25 6-D25 3-D22 5-D22 3-D22 3-D22 ー

4-D22 4-D22 4-D22 4-D25 6-D25 4-D25 3-D22 3-D22 3-D22 3-D22 ー

ー ー ー ー

　-D13@200 　-D13@200 　-D13@200 ー

ー

H-200x100x5.5x8

大梁リスト

2

　-D13@150

400x600

3
2

3

X1通　端 中　　央 X2通　端

400x450

5-D22 3-D22 3-D22

3-D22 3-D22 3-D22

ー

　-D13@200

ー

Ｇ４

全　断　面

ー

ー

ー

ー

ー

H-200x100x5.5x8

全　断　面

3-D22

3-D22

ー

　-D13@200

全　断　面

3-D22

3-D22

ー

　-D13@200

400x600

Ｇ３Ａ Ｇ３Ｂ Ｇ３Ｃ

400x550

5-D25

3-D25

S-23

　　　　内数値は柱面からの端部筋長を示す

ＣＧ１ ＣＧ２

全　断　面 全　断　面

H-200x100x5.5x8

ー

ー

ー

H-150x75x5x7

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

全　断　面

Ｇ１４Ａ

H-250x125x6 x9

H-250x125x6x9

Ｂ

Ｄ

3

6-D22

Y6・Y10通　端 Y7・Y9通　端

長野市稲葉2561番地　1級建築士事務所長野県知事登録（長野）Ｎ第43023号
1級建築士大臣登録　第256147号　　中澤　日出

3

3

400x600

11

4-D22

1,700 1,7001,850

4-D22

2-D13（柱内にL2定着） 2-D13（柱内にL2定着）

2-D13（柱内にL2定着） 2-D13（柱内にL2定着）
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●屋内運動場

RC小梁リスト

Ｄ

Ｂ

1/50 巾止め筋 D10@1,000特記なき限り下記による １.

符 号 B1 B2

位 置 全　断　面 全　断　面

二次部材リスト スラブリスト

D13 @200 D13 @200
Ｓ１ 190

D10 D13 @200 D10 D13 @200

D13 D16 @200 D13 @200
Ｓ１Ａ 190

D10 D13 @200 D13 @200

D13 D13 @250
Ｓ２ 150

D10 D13 D10 D13 @250

D13 D13
Ｓ２Ａ 150

D10 D10

D10 D13 @200 D10 D13
Ｓ３ 150

D10 @200 D10 @200

D10 D13 @200 D10 D13 @250
Ｓ４ 150

D10 @200 D10 @250

D13 @200 D10 @200
ＣＳ１ 150

D10 @200 D10 @200

D13 @200 D10 @200
ＣＳ２ 150

D10 @200 D10 @200

使用棟 短辺方向配筋 長辺方向配筋符   号 部　　材 材　質 備　　考
運動多目廊下 符　号 版　厚 位　置

（主筋方向） （配力筋方向）

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

特記なき限り下記による １.材質は SS400 とする

構造担当者

一級建築士登録　　第224598号　

構造設計一級建築士　第5719号　額谷 浩史

訂　正 設計年月日 設　計 検　図 図面番号工事名称

図面名称製　図 検　印 縮　尺
1:50  (A1)二次部材リスト
1:100 (A3)

20
0

20
0

150120

150

2
00

10
0

10
0

45 95
50
340

175

350
1
7
51
7
5

3
50

50 125 50 50

220

2
50

220

3
00

11060

1
5
0

1
50

12
5

1
2
5

11060

3 00× 600

3-D19 3-D19

3-D19 3 -D 19

-D10@200

2-D10

Ｂ × Ｄ

上 端 筋

下 端 筋

スターラップ

腹 筋

備　　　　考

Ｗ１２ Ｗ１５

１２０ １５０

D13@200(S)

D13@200(S)

2 -D13 2-D13

2 -D13 2-D13

2 -D13 2-D13

在来工法柱脚リスト

B.PL-16×340×200(SN400B) B.PL-36×350×350(SN400B) B.PL-19×220×300(SN400B) B.PL-16×220×250(SN400B)

2-M16　L=320　(SS400) 2-M20　L=400　(SS400) 2-M20　L=400　(SS400) 2-M16　L=320　(SS400)

ダブルナット締メ ダブルナット締メ ダブルナット締メ ダブルナット締メ

１.巾止筋はD10@1,000とする(ダブル配筋のみ)

壁リスト　　　　　　1/30
２.(S)はシングル配筋,(D)はダブル配筋,(TD)はチドリダブル配筋を示す特記なき限り下記による

符 号

版 厚

断 面

（立断面を示す）

縦 筋

横 筋

縦筋
開 口

横筋
補 強

斜筋

備 考

1/30

符 号 P1 P2 P3 P4

柱 □-150x150x6(BCR295) H-300x300x10x15(SS400) H-244x175x7x11(SS400) H-194x150x6x9(SS400)

断 面

ベースプレート

アンカーボルト

備　　　　考

D10@20 0(TD)

D10D13@200( TD)

断 面

2-M16　L=320　(SS400)

ダブルナット締メ

1/30

符 号

柱

断 面

ベースプレート

アンカーボルト

備　　　　考

鉄骨梁RC接合部リスト

G4,G14 B20

B15 ● ● ●

●B125 H-125x125x6.5x 9

35 0× 450

ー

13
0 80

5
0

デッキスラブリスト　　1:30

符　号 断 面

ＤＳ１０１

現場打ちコンクリート

QL-99-50-1.2同等以上

50

220

11060

2-M16　L=320　(SS400)

ダブルナット締メ

P7

H-125x125x6.5x 9(SS400)

88
88

1
75

B.PL-19×220×175(SN400B)

2-M16　L=320　(SS400)

ダブルナット締メ

50 50

220

2
50

1
25

1
25

@200

@200

@150

@150

@200

@200

@200D13

B20

B24 H-244x175x 7 x11

B25 H-250x125x 6 x 9

B29 H-294x200x 8 x12

B30 H-300x150x6.5x 9

B34 H-340x250x 9 x14

B35 H-350x175x 7 x11

●

●

● ●

●

● ●

●

●

CB1 ●

●

CB2 ●

CB101 H-340x250x 9 x14 ●

●B19 H-194x150x 6 x 9

H-200x200x 8 x12

H-200x100x5.5x 8

H-200x100x5.5x 8

D13 @200 D13 @200
Ｓ１０１ 190

D10 D13 @200 D10 D13 @200

D13 @200 D13 @200
Ｓ１０２ 150

D10 D13 @200 D10 D13 @200

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

D13 @200 D10 D13 @200
土間コンクリート 150

D10 D13 @200 D10 @200

上端筋

下端筋

@200 @200

@200 @200

上端筋

下端筋

D13 @200 D13 @200

D13 @200 D13 @200

上端筋

下端筋
ＦＳ１０１

ＦＳ１ 200

200

D13 D13

D13 D13

多
目
的
ホー

ル

屋

内

運

動

場

溶接接合

●

溶接金網 6φ-150×150

S-24

●CB102 H-125x125x6.5x 9

b10 H-100x 50x 5 x 7

b15 H-150x 75x 5 x 7

P1 □-150x150x6

P2 H-300x300x10 x15

P3 H-244x175x 7 x11

P4

P5 H-150x150x 7 x10

P6 H-100x100x 6 x 8

● ●

●

BCR295 ●

●

●

●

●

●

P7 ●H-125x125x6.5x 9

耐風梁　横使い

耐風梁　横使い

G.PL-12×205 HTB.5-M20

T H-100x100x 6 x 8

H-100x100x 6 x 8

V1 2L-75x75x9

V11 L-65x65x6

● ●

●

●

●

●

●HB10

HB12

耐風梁　横使い

耐風梁　横使い

HB14 H-148x100x 6 x 9

HB19

●

●

H-125x125x6.5x 9

階段ササラ PL-12x300 G.PL-12、HTB2-M16● ●

●P10

H-194x150x 6 x 9

H-194x150x 6 x 9

20
0

200

Ｗ２０

２００

2-D1 3

2- D1 3

2- D1 3

D1 3@ 200(D)

D10D 13@200(D )

20
0

150

１５０

2-D13

2-D13

2-D13

D10@200(TD)

D1 0D 13@200(TD)

ＥＷ１５

※外部土間コンクリート：捨てコンクリート　t=50，砕石 t=120

2-M16　L=320　(SS400)

ダブルナット締メ

50 50

220

B15

H-150x 75x 5 x 7

H-150x 75x 5 x 7(SS400)

10
0

1
00

2
00

B.PL-16×220×200(SN400B)

50

220

11060

2-M16　L=320　(SS400)

ダブルナット締メ

T・P10

H-100x100x 6 x 8

H-100x100x 6 x 8(SS400)

75
751
50

B.PL-19×220×150(SN400B)

H-200x100x5.5x 8(SS400)

50 50

220

2
50

1
25

1
25

B.PL-16×220×250(SN400B)B.PL-16×220×250(SN400B)

2-M16　L=320　(SS400)

ダブルナット締メ

50 50

220

G14A

H-250x125x6x9(SN400B)H-200x100x5.5x 8(SN400B)

1
50

15
0

3
00

B.PL-16×220×300(SN400B)

長野市稲葉2561番地　1級建築士事務所長野県知事登録（長野）Ｎ第43023号
1級建築士大臣登録　第256147号　　中澤　日出

D13

G.PL-12、HTB2-M16●PL-12x350屋外階段ササラ

-D10@200

CG101

CG102

H-340x250x 9 x14 ●

● 溶接接合（内ダイヤ　PL-12）

H-250x125x 6 x 9 ●CG103

H-125x125x6.5x 9

溶接接合（内ダイヤ　PL-16）

G.PL-9×70 HTB1-M16V12 1-M16（JISターンバックル筋交い） ● ● ●

●V13 1-M20（JISターンバックル筋交い） G.PL-9×80 HTB1-M20●

●V11A

G.PL-9×90 HTB.5-M16

G.PL-9×165 HTB.5-M162L-65x65x6

国補　朝陽小学校屋内運動場改築外建築主体工事



HB10 H-100x100x 6 x 8 M16 1x2 9

HB14 H-148x100x 6 x 9 M16 1x2 9

HB19 M16 1x2 9

●渡り廊下

B15 H-150x 75x 5 x 7 1x2M20 9

屋
内
運
動
場

多

目

的

ホー

ル

大梁継手リスト 小梁継手リスト

●屋内運動場 ●多目的ホール

B15 H-150x 75x 5 x 7 B15 H-150x 75x 5 x 7

10 0 6 0 100 －

12 5 7 5 125 －

15 0 9 0 150 60

17 5 105 175 70

M20 4 9 9 2×1 60 918 0 110 180 70 H -244x175 x7 x 11

20 0 120 200 80

25 0 150 250 10 0

30 0 150 300 11 0

35 0 140 350 14 0

4040Pe 4040 e e 401040 40 401060p Bg1 10 10p
p e e e eHp P P PP Pp Pe p pe ep pe H HP Pe Pm

列

P P e10 e e

L
Ｗ

Ｗ
ｎ列

(7
0
) 

e

4
0

P
3

Bg1P
3

P
3

40ｍ
列

P
3

P
3

(7
0)

e e p'p'p'e e p'p'p'e

1040 40 40 40
L60 10 60

小梁継手標準Ｂ＜３００
FPL1 ウェブ添板（WPL）

（ａ）タイプ （ｂ）タイプFPL2 フランジボルト本数
ボルトのピッチ，はしあき

ピッチ はしあきウェブボルト本数 ボルト本数 ボルト本数 ボルト本数 ボルト本数 ボルト径 ボルト穴径
ｅＰ

M16 １８ ６０ ４０
WPL M20 ２２ ６０ ４０

M22 ２４ ６０ ４０Ｂ＜３００シングル打ちの場合（ピッチＰ）
n列 WPL（ダブル）GPLGPL
GPL GPL

Ｂ≧３００ （H＞150） （H＞150） （Ｈ≦150） ※ WP の部材は母材と同材質とするL

（ａ）タイプ

ボ
 
ル
 
ト

ボ
 
ル
 
ト

本　数 本　数（　）内はダブル打ちの場合。 GPL 厚 GPL 厚符号 部　　材 備　　考 符号 部　　材 備　　考FPL2WPL m×n m×n

Ｂ＝３００千鳥打ち（ピッチＰ'）FPL1
（Ｂ＞３００の場合はダブル打ちとし、ピッチはＰとする。）

□ボルトのピッチ・はしあき □ウェブ添板幅（Ｗ）
※はしあきの(　)は、フランジボルト本数が４本以下の時を示す ※フィラ－プレ－トは、すきまが１ｍｍを超える場合に入れる

梁 柱ピッチ はしあき
ボルト径 ボルト穴径

ｅ ボルト列 WPL ボルト列 WPLＰ（Ｐ'）

M16 1 8 60 40 n=1 170 n=1 165

M2 0 2 2 60(45) 40 ( 50 ) 2 290 2 285

M2 2 2 4 60(45) 40 ( 55 ) 3 410 3 405

□フランジ添板幅・ゲージ □フランジ・ウェブボルト本数・プレート厚
※特記なき限りフランジ、ウェブ共添板はダブルとする ※特記なき限り、SN400Bとする。

ウェブフランジゲージ
使用棟フランジ幅 FPL1 FPL2 部　　材 ボルト

ボルト本数 FPL1 FPL2 ｍ x n P3 WPL,GPLｇ

特記なき限り下記による １.材質は 無印：SS400 　○：SN400B とする特記なき限り下記による １.材質は母材同等とする

構造担当者

一級建築士登録　　第224598号　

構造設計一級建築士　第5719号　額谷 浩史

訂　正 設計年月日 設　計 検　図 図面番号工事名称

図面名称製　図 検　印 縮　尺
1:50  (A1)継手リスト
1:100 (A3)

12M20 M20 12

備　考

ピン側　G.PL-9,2-M20

B20 6

B24 H-244x175x 7 x11

B25

B29 M16

B30 H-300x150x6.5x 9 M20 9

B34
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　　防錆塗装はシアナミド鉛錆止めペイント　JIS K 5625 以上とする。
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